
１
日
で
１
千
人
超
え
２
度
目

つ
の
犯
罪
を
お
か
し
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

検
察
庁
で
判
断
を
行
う
の

は
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス
長

官
だ
。
同
長
官
は
昨
年
８
月

に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
指

名
さ
れ
て
長
官
職
に
就
任
し

た
こ
と
も
あ
り
、
か
ね
て
か

ら
大
統
領
に
不
利
な
捜
査
を

嫌
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。

　

今
回
の
件
で
意
外
だ
っ
た

の
は
カ
ル
ロ
ス
氏
の
携
帯
電

話
押
収
で
、
こ
れ
に
関
し
て

は
カ
ル
ロ
ス
氏
自
身
も
「
何

の
罪
で
？
」
と
疑
問
を
呈
し

て
い
る
。

　

カ
ル
ロ
ス
氏
の
携
帯
電
話

押
収
は
３
党
の
訴
状
の
希
望

に
応
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
同

氏
は
連
邦
政
府
内
に
非
公
式

に
作
ら
れ
た
通
信
部
「
嫌
悪

部
隊
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
以
前

か
ら
目
さ
れ
て
い
る
。

　

セ
ウ
ソ
判
事
は
、
モ
ロ
氏

が
か
ね
て
か
ら
全
編
公
開
を

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
２
１
日
夜
の
保
健
省

発
表
の
感
染
者
は
３
１
万
８
７
人
、
死
者
は
２
万
４
７
人
と
な
っ
た
。
２
４
時
間
で

の
感
染
者
増
加
は
１
万
８
５
０
８
人
で
、
前
日
の
１
万
９
９
５
１
人
よ
り
少
な
い
が
、

死
者
は
１
１
８
８
人
増
え
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
死
者
１
千
人
超
え
は
１
９
日
の

１
１
７
９
人
に
次
ぐ
２
度
目
だ
。
２
０
〜
２
２
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

か
ね
て
か
ら
検
討
さ
れ
て

い
た
、
今
月
２
５
日
を
州
の

繰
り
上
げ
休
日
に
す
る
か
否

か
の
問
題
は
、
聖
州
議
会
で

の
投
票
が
２
２
日
未
明
ま
で

持
ち
越
さ
れ
た
が
、
投
票
の

結
果
、
４
７
対
５
の
圧
倒
的

多
数
で
、
休
日
と
な
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
こ
の
「
フ
ェ

ナ
ス
州
の
市
は
一
時
の
１
３

市
か
ら
９
市
に
減
っ
た
が
、

現
場
の
状
態
は
ま
だ
厳
し

い
。 

　

伯
国
の
感
染
者
や
死
者
の

増
加
が
止
ま
ら
な
い
の
は
、

社
会
的
隔
離
採
用
の
遅
れ
や

不
徹
底
が
原
因
だ
。
社
会
的

隔
離
の
必
要
は
世
界
保
健
機

関
も
早
い
時
期
か
ら
主
張
し

て
い
た
が
、
伯
国
で
の
同
策

採
用
は
感
染
源
が
特
定
出
来

な
い
市
内
感
染
の
認
定
後
。

そ
の
後
の
調
査
で
は
、
伯
国

の
市
内
感
染
は
最
初
の
感
染

者
確
認
（
２
月
２
６
日
）
の

３
週
間
前
に
起
き
て
い
た
事

が
判
明
し
て
い
る
。 

　

同
様
の
事
は
米
国
で
も
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
２
１
日
付

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

近
日
中
に
感
染
数
世
界
２
位
？

望
ん
で
い
る
、
４
月
２
２
日

に
行
わ
れ
た
閣
議
会
議
の
公

開
に
つ
い
て
の
決
定
権
を
委

ね
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
閣
僚
や

ア
ラ
ス
長
官
が
「
大
統
領
に

関
す
る
部
分
だ
け
の
公
表
」

を
強
く
望
ん
で
い
る
。
す
で

連
邦
検
察
庁
に
対
し
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
の
供
述
を
求
め
、

同
氏
と
次
男
の
カ
ル
ロ
ス
氏

の
携
帯
電
話
の
押
収
を
命
じ

た
。

　

こ
れ
は
、
モ
ロ
氏
が
訴
え

た
大
統
領
の
連
携
捜
査
干
渉

疑
惑
に
関
し
て
、
民
主
労
働

党
（
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）、
ブ
ラ
ジ
ル

社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）、
緑
の

党
（
Ｐ
Ｖ
）
の
３
党
が
起
こ

し
た
訴
え
に
応
え
た
も
の
だ
。

こ
の
訴
状
で
は
大
統
領
が
三

　

セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
最
高

裁
判
事
は
２
２
日
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
と
次
男
の
カ
ル

ロ
ス
氏
の
携
帯
電
話
を
押
収

す
る
よ
う
、
連
邦
検
察
庁
に

指
示
を
出
し
た
。
同
判
事
は
、

セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
前
法
相
の

訴
え
て
い
る
「
大
統
領
が
連

邦
警
察
の
人
事
へ
の
介
入
や

捜
査
へ
の
干
渉
を
行
っ
た
」
と

の
疑
惑
の
証
拠
と
目
さ
れ
る

閣
議
の
ビ
デ
オ
公
表
に
関
す

る
決
定
権
も
持
っ
て
い
る
。

２
２
日
付
伯
字
サ
イ
ト
な
ど

が
報
じ
て
い
る
。

　

セ
ウ
ソ
判
事
は
２
１
日
、

脅
迫
行
為
へ
の
不
快
感
も
表
明

「
コ
ロ
ナ
に
は
効
か
ず
、危
険
」

モ
ロ
と
の
閣
議
ビ
デ
オ
の
公
開
は
？

に
一
部
で
報
道
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
会
議

は
、
大
統
領
の
疑
惑
に
は
直

接
関
係
し
て
い
な
い
閣
僚
た

ち
の
問
題
発
言
も
数
多
く
存

在
し
て
い
る
と
い
う
。
モ
ロ
氏

は
全
編
の
公
開
を
希
望
し
て

い
る
。

　

ビ
デ
オ
の
公
開
に
関
す
る

判
断
は
セ
ウ
ソ
判
事
に
一
任

さ
れ
て
い
る
が
、
今
週
に
入
っ

て
ビ
デ
オ
を
見
た
セ
ウ
ソ
判

事
は
、内
容
そ
の
も
の
に
「
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
」
と
語
っ
て
い
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
判
事
は
さ
ら
に
、
２
１

日
に
連
邦
直
轄
区
で
逮
捕
さ

れ
た
、
判
事
や
検
察
官
た
ち

へ
の
死
亡
予
告
を
行
っ
て
逮

捕
さ
れ
た
２
人
の
容
疑
者
を

「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

支
持
者
」
と
呼
ん
で
批
判
も

行
っ
て
い
る
。

セウソ・デ・メロ最高裁判事（Celso Moura/STF）

クロロキン（Marcelo Casal/Agencia Brasil）

クロロキン

紙
は
、
米
国
が
１
週
間
早
く

社
会
的
隔
離
を
採
用
し
て
い

れ
ば
、
５
月
４
日
現
在
の
死

者
は
６
万
５
３
０
７
人
よ
り

３
万
６
千
人
少
な
い
２
万
９

４
１
０
人
だ
っ
た
と
い
う
研

究
結
果
を
発
表
し
た
。
研
究

者
達
は
、
同
日
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
死
者
も
、
１
万
７

５
８
１
人
で
は
な
く
２
８
３

８
人
で
済
ん
だ
と
い
う
。 

　

２
２
日
午
前
中
の
統
計

で
の
感
染
者
数
１
位
は
米

国
の
１
６
１
万
人
（
確
認

待
ち
２
万
５
千
人
）
で
、

ロ
シ
ア
の
３
２
万
６
千

人
、（
同
８
８
４
９
人
）、

伯
国
の
３
１
万
人
（
同

１
万
８
５
０
８
人
）が
続
く
。

ま
た
、
伯
国
の
死
者
は
、
米

国
の
９
万
５
０
８
７
人
、
英

リ
ア
ダ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
繰

り
上
げ
連
休
は
、
聖
市
が
既

に
、「
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス

チ
」
を
２
０
日
、「
黒
人
の

日
」
を
２
１
日
に
前
倒
し
し

て
行
っ
た
が
、
２
５
日
は
、

本
来
な
ら
７
月
９
日
に
あ
た

る
「
護
憲
革
命
記
念
日
」
を

前
倒
し
に
し
て
行
わ
れ
る
。

聖
市
版
の
フ
ェ
リ
ア
ダ
ン
初

日
の
２
０
日
は
、
渋
滞
が

０
キ
ロ
に
な
り
、
隔
離
率
も

１
９
日
の
４
９
％
が
５
１
％

に
わ
ず
か
だ
が
上
が
っ
た
と

い
う
。
他
の
自
治
体
で
も
同

様
の
策
を
採
る
意
向
の
よ
う

だ
が
、
フ
ェ
リ
ア
ダ
ン
で
隔

離
成
果
は
上
が
る
か
？ 

　
　
　
　
　

◎ 

　
「
聖
市
、
聖
州
が
コ
ロ
ナ

対
策
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
取

る
の
か
」
が
懸
念
さ
れ
は
じ

め
て
だ
い
ぶ
経
つ
が
、
ブ

ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
聖
市

市
長
は
２
１
日
、「
２
７
日

に
決
断
す
る
」
と
語
っ
た
。

つ
ま
り
、
フ
ェ
リ
ア
ダ
ン
に

お
け
る
隔
離
率
の
成
果
を
見

て
決
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
人
気
の
な

い
策
で
は
あ
る
が
、
現
状
の

聖
州
は
、
死
者
総
数
が
中

国
の
総
数
さ
え
上
回
っ
て
い

る
。「
同
じ
や
る
な
ら
、
３

月
に
非
常
事
態
宣
言
を
出
し

た
時
点
で
や
っ
て
い
れ
ば
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

の
声
も
出
て
い
る
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

２
３
日
か
ら
、
聖
市
地
下

鉄
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
土
曜
日
の

営
業
時
間
が
変
わ
る
。
従
来

は
、
土
曜
の
夜
は
日
曜
の
午

前
１
時
ま
で
営
業
し
て
い
た

が
、
土
曜
の
２
４
時
ま
で
の

営
業
に
な
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ご
時
世
に
、
外

で
夜
更
か
し
し
て
遊
ぶ
人
も

い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
今
ま

で
待
た
ず
に
、
も
っ
と
早
く

行
っ
て
も
良
か
っ
た
よ
う
な

気
も
す
る
が
。 

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
内
陸
部
の

サ
ン
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ダ
・
カ

シ
ョ
エ
イ
ラ
市
（
Ｓ
Ｃ
）
で

先
住
民
の
間
に
コ
ロ
ナ
感
染

者
急
増
中
と
２
２
日
付
Ｇ
１

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
内
陸
部
に

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感

染
率
や
死
亡
率
が
高
い
市
が

集
中
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｃ
は

１
０
万
人
あ
た
り
の
感
染
者

発
生
率
が
９
９
９
に
達
し
、

少
な
く
と
も
１
５
人
が
死
亡

し
て
い
る
。
先
住
民
の
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
と
、
死
亡
後
、

検
査
さ
え
受
け
ず
に
葬
ら
れ

た
人
も
お
り
、
実
際
の
死
者

の
数
は
も
っ
と
多
い
は
ず
だ

と
い
う
。 

　

先
住
民
へ
の
コ
ロ
ナ
感
染

は
感
染
病
の
専
門
家
が
最

も
懸
念
す
る
事
の
一
つ
だ
。

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
Ｓ
Ｃ
は
先
住
民
が

７
６
％
を
占
め
て
お
り
、
国

内
で
も
先
住
民
の
割
合
が
最

も
高
い
。
同
市
住
民
の
半

分
以
上
は
郊
外
に
住
ん
で
お

り
、
舟
か
飛
行
機
で
し
か
行

き
来
出
来
な
い
。 

　

先
住
民
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
免
疫
が
ほ
と
ん
ど
な

い
上
、
様
々
な
も
の
を
共
有

し
、
医
療
体
制
も
脆
弱
な
た

め
、
感
染
が
始
ま
れ
ば
あ
っ

と
い
う
間
に
拡
大
す
る
。 

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま
る
前

か
ら
、
呼
吸
器
疾
患
は
先
住

民
の
間
の
死
因
の
最
た
る
も

の
だ
っ
た
が
、
現
在
は
、
人

工
呼
吸
器
に
使
う
酸
素
さ
え

不
足
し
、
医
師
達
が
購
入
の

た
め
の
カ
ン
パ
を
募
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
だ
。 

　

同
市
で
の
感
染
は
当
初
、

市
街
地
に
限
ら
れ
て
い
た
。

だ
が
、
先
住
民
の
部
落
へ
の

感
染
が
日
に
日
に
広
が
り
、

部
落
全
員
に
感
染
が
広
が
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。 

　

だ
が
、
７
３
３
の
部
落
に

割
り
当
て
ら
れ
た
検
査
は

２
０
０
件
分
し
か
な
く
、
感

染
の
実
態
は
お
ろ
か
、
死
者

の
実
数
す
ら
つ
か
め
て
い
な

い
と
い
う
。 

　

先
住
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
は
保
健
省
の
管
轄
だ
が
、

舟
の
操
縦
者
が
死
亡
す
る
２

日
前
に
複
数
の
部
落
を
回
っ

て
お
り
、
同
地
を
訪
れ
た
医

療
従
事
者
が
感
染
を
広
げ
た

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
保

健
省
に
命
じ
て
使
用
基
準
を

変
更
さ
せ
、
軽
症
者
に
も
使

え
る
よ
う
に
し
た
ク
ロ
ロ
キ

ン
に
関
し
て
、
コ
ロ
ナ
治
療

薬
と
し
て
の
明
確
な
効
果
は

認
め
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
命

の
危
険
を
高
め
か
ね
な
い
と

い
う
、
国
際
的
な
調
査
結
果

が
出
た
と
、
２
１
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

２
０
日
、
保
健
省
か
ら
、
ク

ロ
ロ
キ
ン
と
そ
の
派
生
薬
の

ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
薬

と
し
て
奨
励
し
、
統
合
医
療

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
で
、

軽
症
の
患
者
に
も
使
用
し
て

も
良
い
と
い
う
、
使
用
基
準

の
変
更
を
発
表
さ
せ
た
。

　

だ
が
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
の
使

用
に
関
し
て
は
、
４
月
に
解

任
さ
れ
た
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健

相
が
「
重
症
患
者
に
の
み
、

医
師
が
付
き
添
っ
て
正
し
い

使
用
法
で
」
の
使
用
を
認
め

た
だ
け
で
、
軽
症
者
へ
の
使

用
は
正
式
に
は
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
タ
イ
シ
前
保

健
相
は
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
奨

励
し
た
い
大
統
領
に
、
危
険

性
が
あ
る
と
忠
告
し
た
た
め

に
圧
力
を
か
け
ら
れ
、
反
発

し
て
辞
任
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
矢
先
の
２
２
日
、

保
健
界
で
は
世
界
的
な
権
威

の
イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
「
ザ
・

ラ
ン
セ
ッ
ト
」
が
、
ク
ロ
ロ

キ
ン
に
関
す
る
調
査
結
果
を

出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

服
用
し
た
人
の
う
ち
、「
１
１

人
に
１
人
が
亡
く
な
っ
て
い

た
」
と
の
結
果
を
得
た
と
の

報
告
を
行
っ
た
。

　

同
誌
に
よ
る
と
、
こ
の
調

査
は
世
界
６
大
陸
の
６
７
１

の
病
院
で
２
０
１
９
年
１
２

月
２
０
日
か
ら
２
０
年
４
月

１
４
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

　

同
調
査
で
は
、
入
院
中
の

患
者
を
（
１
）
ク
ロ
ロ
キ

ン
の
み
を
投
与
１
８
６
８

人
、（
２
）
ヒ
ド
ロ
ク
ロ
ロ

キ
ン
の
み
を
投
与
３
０
１
６

人
、（
３
）
ク
ロ
ロ
キ
ン
と

抗
生
物
質
を
投
与
３
７
８
３

人
、（
４
）
ヒ
ド
ロ
キ
シ

ク
ロ
ロ
キ
ン
と
抗
生
物

質
を
投
与
６
２
２
１
人
、

（
５
）
ど
の
薬
も
投
与
し
な

い
８
万
１
１
４
４
人
の
計

９
万
６
０
３
２
人
で
、
臨
床

試
験
を
行
っ
た
。

　

す
る
と
、（
１
）
で
は

１
６
・
４
％
、（
２
）
で

は
１
８
％
、（
３
）
で
は

２
２
・
２
％
、（
４
）
で
は

２
３
・
８
％
の
人
が
死
亡
し

た
の
に
対
し
、
何
も
施
さ
な

　

連
邦
政
府
の
文
化
特
別
局

長
の
レ
ジ
ー
ナ
・
ド
ゥ
ア
ル

テ
氏
が
２
０
日
、
就
任
３
カ

月
に
も
満
た
な
い
ま
ま
退
任

し
た
。
２
０
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。 

　

レ
ジ
ー
ナ
氏
の
退
任
（
一

部
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
で
は
解

任
）
に
関
し
て
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
「
本
人
か
ら
、

家
族
が
恋
し
い
と
の
報
告
が

あ
っ
た
」
と
し
、
同
氏
の
子

供
や
孫
が
生
活
し
て
い
る
聖

市
で
連
邦
政
府
の
職
務
が
で

き
る
よ
う
、
シ
ネ
マ
テ
カ
文

化
財
団
へ
の
配
置
転
換
と
い

う
形
で
の
文
化
局
長
退
任
と

な
っ
た
。 

　

レ
ジ
ー
ナ
氏
は
１
９
６
０

年
代
か
ら
国
民
的
な
人
気
を

得
て
い
る
女
優
で
、
芸
能
界

で
は
珍
し
い
保
守
派
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
が
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
を
熱
烈
に
支
持
し
て

い
た
こ
と
で
気
に
入
ら
れ
、

レ
ジ
ー
ナ
が
２
カ
月
で
退
任

「
家
族
が
恋
し
い
」
が
理
由
？

最
新
の
国
際
調
査
で
明
ら
か
に

セウソ最高裁判事

大
統
領
と
次
男
の
携
帯
電
話
押
収
命
令

文化局長

先
住
民
へ
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

感
染
し
た
医
療
従
事
者
か
ら
？

アマゾナス州

聖市エリオポリスの臨時病院開設に立ち会うドリア聖
州知事（Governo do Estado de São Paulo）

の
対
応
が
難
し
く
な
る
事
も

意
味
す
る
。
こ
れ
ら
の
町
は

医
療
設
備
も
不
十
分
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
、
ポ
語

は
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）
の
あ
る
病
院
に

行
く
に
は
４
時
間
か
か
る
人

が
７
８
０
万
人
も
い
る
か
ら

だ
。 

　

特
に
深
刻
な
の
は
ア
マ
ゾ

ナ
ス
、
パ
ラ
ー
、
マ
ッ
ト
・

グ
ロ
ッ
ソ
の
諸
州
で
、
州
民

の
２
０
％
以
上
が
こ
の
よ
う

な
条
件
下
に
い
る
。
こ
の
よ

う
な
条
件
の
市
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ

占
有
率
の
高
い
市
で
は
、
入

院
待
ち
の
間
や
移
送
中
に
亡

く
な
る
人
も
出
て
い
る
。　

 

　

人
口
１
０
０
万
人
あ
た
り

の
感
染
者
数
（
感
染
率
）
が

６
１
３
４
で
全
国
一
高
い

ア
マ
パ
ー
州
は
、
１
９
日

現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
占
有
率
が

１
０
０
％
で
、
新
た
な
患
者

が
収
容
出
来
な
い
。
２
１
日

現
在
の
同
州
で
の
死
亡
率

（
１
０
０
万
人
あ
た
り
の
死

者
数
）
は
１
７
９
だ
。 

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
も
発

生
率
が
６
千
を
超
え
た

（
６
１
２
０
）
が
、
同
州
は

臨
時
病
院
開
設
な
ど
で
Ｉ
Ｃ

Ｕ
占
有
率
が
７
９
％
に
落

ち
た
。
た
だ
し
、
死
亡
率

３
９
１（
死
者
１
６
３
０
人
）

は
全
国
一
。
市
単
位
の
死
亡

率
上
位
２
０
市
中
、
１
５
市

は
ア
マ
ゾ
ニ
ア
、
パ
ラ
ー

（
北
部
）、５
市
は
セ
ア
ラ
ー
、

ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
、
マ
ラ
ニ
ョ

ン
（
北
東
部
）
で
、
ア
マ
ゾ

１
月
に
前
任
の
ロ
ベ
ル
ト
・

ア
ル
ヴ
ィ
ム
氏
が
解
任
さ
れ

た
後
、
政
治
家
未
経
験
な
が

ら
、
文
化
特
別
局
長
に
指
名

さ
れ
て
い
た
。 

　

レ
ジ
ー
ナ
氏
は
１
カ
月
強

の
試
験
期
間
を
経
た
後
、
３

月
４
日
に
文
化
特
別
局
長
に

就
任
。
だ
が
、
極
右
思
想
家

の
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
・
デ
・
カ
ル

ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
の
派
閥
と
の

対
立
が
続
い
た
上
、
５
月
に

は
レ
ジ
ー
ナ
氏
が
Ｃ
Ｎ
Ｎ
ブ

ラ
ジ
ル
で
「
ナ
チ
ス
で
も
拷

問
が
あ
っ
た
」
と
の
発
言
で

軍
政
礼
賛
を
行
い
、
社
会
的

な
問
題
に
な
っ
て
い
た
。 

　

レ
ジ
ー
ナ
氏
の
転
任
先
の

シ
ネ
マ
テ
カ
財
団
に
は
現
在

空
席
が
な
く
、
ど
う
い
う
役

職
に
就
く
の
か
は
未
定
だ
。 

　

後
任
の
文
化
特
別
局
長
に

は
俳
優
の
マ
リ
オ
・
フ
リ
ア

ス
氏
が
就
任
す
る
予
定
だ
。 

国
の
３
万
６
０
４
２
人
、
イ

タ
リ
ア
の
３
万
２
４
８
６

人
、
フ
ラ
ン
ス
の
２
万
８
２

１
５
人
、
ス
ペ
イ
ン
の
２
万

８
０
０
１
人
に
次
ぐ
、
世
界

６
位
だ
。

コロナの死者が２万人突破！
（１） ２０２０年第５４９２号  ５月 ２３日 （土曜日）

３
４
８
８
（
６
２
％
）
で
、

人
口
１
万
人
未
満
の
市
も

か
っ
た
人
は
９
・
３
％
が
亡

く
な
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
人
種
、

年
齢
、
心
臓
病
や
糖
尿
病
な

ど
の
既
往
症
が
あ
る
か
な
ど

の
フ
ァ
ク
タ
ー
は
除
外
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
や
ヒ

ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
服

用
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
不

整
脈
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

２
１
日
ま
で
に
感
染
者

が
出
て
い
る
市
は
全
国
で

２
２
７
市
で
感
染

者
が
出
て
い
る
。

内
陸
部
や
過
疎
化

し
た
地
域
で
も
感

染
者
が
出
始
め
た

事
で
死
者
が
出
て

い
る
市
の
数
も
増

え
、
人
口
１
万
人

以
下
の
市
で
も

５
０
市
で
死
者
が

出
て
い
る
。 

　

内
陸
部
の
小
さ

な
町
で
も
感
染
者

や
死
者
が
出
始
め

た
事
は
、
緊
急
時



遺い

産さ
ん

相そ
う

続ぞ
く

か
ら
コ
ロ
ナ
離り

婚こ
ん

ま
で

カ
リ
ー
ニ
ョ
行ぎ

ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

事じ

務む

所し
ょ

在
ざい

外
がい

邦
ほう

人
じん

の書
しょ

類
るい

手
て

続
つづ

き支
し

援
えん

聖せ
い

州し
ゅ
う

全ぜ
ん

体た
い

で

２
５
日に

ち

休き
ゅ
う

日じ
つ

に

２
６
日に
ち

付づ
け

休き
ゅ
う

刊か
ん

の
お
知し

ら
せ

（３１）

□
コ
ロ
ナ
禍か

緊き
ん

急き
ゅ
う

日に
っ

誌し

□

　

党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
自
由
は
不
休
の
監
視
に

よ
り
得
ら
れ
る
」
だ
。
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
に
対
抗
し
た

と
い
う
ば
か
り
で
な
く
道
徳
主
義
観
が
大
衆
の
気

持
ち
を
つ
か
ん
だ
。
ま
た
、
彼
が
尊
敬
す
る
平
田

進
議
員
も
こ
の
政
党
に
属
し
て
い
る
こ
と
も
有
利

に
働
い
た
。
平
田
氏
は
日
本
人
子
弟
で
最
初
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
広
場
の
法
科
大
学
を
卒
業
し
た

ひ
と
り
、
戦
時
中
は
日
本
に
住
ん
で
い
た
。
Ｕ
Ｄ

Ｎ
の
討
論
や
実
践
は
父
正
輝
が
応
援
し
て
い
る
ア

デ
マ
ー
ル
派
と
対
立
す
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
正

輝
に
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
っ
た
。
今
は
た
だ
、

息
子
が
選
挙
に
勝
つ
こ
と
だ
け
し
か
頭
に
な
か
っ

た
。

　

週
に
２
、３
回
マ
サ
ユ
キ
の
支
持
者
、
上
園
ア

キ
ミ
、
海
老
原
セ
イ
ジ
、
マ
サ
オ
兄
弟
、
黒
埼
ヒ

ロ
フ
ミ
、
藤
本
プ
リ
ニ
オ
、
兼
松
プ
リ
ニ
オ
、
有

村
ノ
リ
オ
、
石
井
ケ
ン
ジ
、
藤
原
シ
ョ
ー
ジ
、
柳

田
ミ
チ
オ
、
そ
れ
に
弟
の
ア
キ
ミ
ツ
、
そ
し
て
、

マ
サ
ユ
キ
自
身
が
二
つ
か
三
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
新
し
い
正
輝
の
家
か
ら
出
か
け
た
。

　

町
中
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
、
路
上
や
壁
に
名
前

を
書
い
て
歩
い
た
。
グ
ル
ー
プ
の
者
た
ち
は
夜
明

け
に
帰
る
と
、
ネ
ナ
が
作
る
ラ
ン
チ
が
用
意
さ
れ

て
い
た
。
ネ
ナ
は
す
で
に
家
族
と
住
ん
で
い
て
、

厚
切
り
の
モ
ル
タ
デ
ラ
と
か
き
玉
子
の
ラ
ン
チ
で

み
ん
な
を
歓
待
し
た
。
上
園
ア
キ
ミ
は
食
べ
終
わ

る
と
、か
な
ら
ず
「
あ
あ
、う
ま
か
っ
た
」
と
い
っ

た
。
彼
は
み
ん
な
に
「
お
じ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
は
支
持
者
セ
ー
ジ
や
マ
サ
オ
の
叔

父
だ
っ
た
か
ら
だ
。
夜
出
か
け
る
日
は
彼
ら
は
ほ

と
ん
ど
寝
る
時
間
が
な
か
っ
た
。
週
末
に
は
日
系

人
の
有
権
者
の
リ
ス
ト
を
も
っ
て
、
町
中
を
歩
き

回
り
、
マ
サ
ユ
キ
の
立
候
補
や
、
選
挙
の
大
切
さ

を
伝
え
、
彼
に
投
票
す
る
よ
う
頼
み
歩
い
た
。

　

ま
た
、
役
所
の
仕
事
仲
間
た
ち
も
選
挙
運
動
に

協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
選
挙
は
１
０
月
３
日

に
行
わ
れ
た
。
市
長
選
挙
の
結
果
は
だ
れ
も
お
ど

ろ
な
か
っ
た
。
マ
サ
ユ
キ
が
推
し
て
い
た
オ
ズ
ワ

ル
ド
・
ギ
メ
ー
ネ
ス
が
カ
ル
ロ
ス
・
ガ
ラ
ン
テ
を

破
っ
た
。

　

し
か
し
、
１
９
６
０
年
─
１
９
６
５
年
の
市
議

会
を
構
成
し
て
い
た
２
３
名
の
名
前
の
発
表
が
お

く
れ
て
い
た
。
開
票
が
は
じ
ま
っ
て
し
ば
ら
く
経

つ
と
、
各
党
の
投
票
数
の
多
か
っ
た
立
候
補
者
の

名
前
が
分
っ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
党
の
議
員
席

は
各
党
の
投
票
数
で
決
め
ら
れ
る
。
最
後
に
一
票

が
出
さ
れ
て
か
ら
は
じ
め
て
各
党
の
議
員
席
の
数

が
わ
か
る
の
だ
。
Ｕ
Ｄ
Ｎ
は
少
な
く
と
も
２
席
は

得
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
の
投
票
数
は
十
分
に
あ
っ

た
。
専
門
用
語
で
「
商
」
と
呼
ば
れ
る
２
席
を
獲

得
し
た
の
だ
。

（２）２０２０年 第５４９２号	 ５月	２３日	（土曜日）

文ぶ
ん

化か

ま
つ
り
告こ

く

知ち

画が

像ぞ
う

　

下し
も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

は
、
生な

ま

身み

の
人に

ん

間げ
ん

ら
し
く
、
そ
の
生

し
ょ
う

涯が
い

を
通つ

う

じ
て
多お

お

く
の
失し

っ

敗ぱ
い

を
犯お

か

し
、

最さ
い

後ご

ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
。

が
、
並な

み

の
人に

ん

間げ
ん

に
は
成な

し
難が

た

い
何な

に

事ご
と

か
を
し
遂と

げ
た
こ
と

は
確た

し

か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
命い

の
ち

を
か
け

て
追つ

い

求き
ゅ
うし
続つ

づ

け
た
“
新し

ん

社し
ゃ

会か
い

”
に
つ
い
て
は
、
基き

本ほ
ん

的て
き

に
ど
の
様よ

う

な
思し

想そ
う

を
持も

っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

下し
も

元も
と

は
戦せ

ん

前ぜ
ん

、
マ
ル
ク
ス

主し
ゅ

義ぎ

に
関か

ん

す
る
本ほ

ん

を
熟

じ
ゅ
く

読ど
く

し

て
い
て
「
こ
れ
に
比く

ら

べ
る
と
、

我わ
れ

々わ
れ

が
や
ろ
う
と
し
て
い
る

産さ
ん

組く
み

運う
ん

動ど
う

な
ん
て
、
全ま

っ
た
く
け

ち
臭く

さ

い
も
の
だ
な
…
」
と
呟

つ
ぶ
や

い
て
い
た
と
い
う
。

　

組く
み

合あ
い

の
職

し
ょ
く

員い
ん

の
集

し
ゅ
う

会か
い

で
話

は
な
し

を
し
た
時と

き

「
コ
ペ
ラ
チ
ズ
ム

と
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

の
違ち

が

い
」
に
つ
い

て
質し

つ

問も
ん

さ
れ
「
違ち

が

い
は
紙か

み

一ひ
と

重え

で
あ
る
」
と
答こ

た

え
た
こ
と

も
あ
る
。

　

た
め
に
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

に
近ち

か

い

思し

想そ
う

を
持も

っ
て
い
た
と
見み

做な

す
向む

き
も
あ
る
。
が
、
こ
れ

は
違ち

が

う
で
あ
ろ
う
。
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

は
私し

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

の
否ひ

定て
い

を
基き

本ほ
ん

と
し
て
い
る
が
、
下し

も

元も
と

は

否ひ

定て
い

し
て
い
な
い
。

　
し
か
し
資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

か
ら
は
、

脱だ
っ

し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
て
―
―
す
で
に
本ほ

ん

稿こ
う

の
中な

か

頃ご
ろ

で
記し

る

し
た
こ
と
で

あ
る
が
―
―
こ
う
唱と

な

え
た
。

　
「
我わ

れ

々わ
れ

は
此こ

処こ

ブ
ラ
ジ
ル

で
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

を
組そ

織し
き

し
た
。

産さ
ん

組く
み

の
究

き
ゅ
う

極き
ょ
くの
目も

く

的て
き

は
新あ

た
ら
し

い
社し

ゃ

会か
い

の
建け

ん

設せ
つ

に
あ
る
。
新

あ
た
ら

し
い
社し

ゃ

会か
い

と
は
何な

に

で
あ
る
か
。

そ
れ
は
言い

わ
ず
と
し
れ
た
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

共き
ょ
う

栄え
い

の
社し

ゃ

会か
い

で
あ
る
。
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
利り

益え
き

社し
ゃ

会か
い

か
ら
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

共
き
ょ
う

栄え
い

の
社し

ゃ

会か
い

を
創そ

う

造ぞ
う

す
る
。
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
利り

益え
き

社し
ゃ

会か
い

人じ
ん

か
ら
組く

み

合あ
い

人じ
ん

と
な
る
」

資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

と
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

の
混こ

ん

離
り

婚
こん

届
とどけ

の書
しょ

類
るい

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　
コ
ロ
ナ
禍か

真ま

っ
最さ

い

中ち
ゅ
うの
４
月が

つ

３
０
日に

ち

、
４
１
年ね

ん

間か
ん

の
伝で

ん

統と
う

を
持も

つ
カ
ナ
ダ
の
「
バ
ン
ク
ー

バ
ー
新し

ん

報ぽ
う

」
が
廃は

い

刊か
ん

を
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

し
た
。
海か

い

外が
い

邦ほ
う

字じ

紙し

業ぎ
ょ
う

界か
い

に

激げ
き

震し
ん

が
走は

し

り
、
お
互た

が

い
の
安あ

ん

否ぴ

を
確か

く

認に
ん

す
る
メ
ー
ル
が
行い

き
か
っ
て
い
る
最さ

い

中ち
ゅ
うだ
。
そ
ん

な
時と

き

、
福ふ

く

岡お
か

市し

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

が

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

か
ら
給

き
ゅ
う

付ふ

さ
れ
た

(258)

ネ
ッ
ト
で
生な

ま

中ち
ゅ
う

継け
い

、
新あ

た
ら

し
い
試こ

こ
ろ

み

文ぶ
ん

化か

ま
つ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
初は

つ

開か
い

催さ
い

に
依い

頼ら
い

す
れ
ば
よ
い
が
、
代だ

い

理り

人に
ん

が
公こ

う

証し
ょ
う

役や
く

場ば

に
出で

向む

く

場ば

合あ
い

、
本ほ

ん

人に
ん

に
「
印い

ん

鑑か
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

」
を
提て

い

出し
ゅ
つし
て
も
ら
う
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

　

し
か
し
、
日に

本ほ
ん

に
住

じ
ゅ
う

民み
ん

票
ひ
ょ
う

が
な
い
人ひ

と

は
、
印い

ん

鑑か
ん

登と
う

録ろ
く

を

し
て
い
な
い
た
め
、
印い

ん

鑑か
ん

証
し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

も
な
い
。
そ
の
た
め
、

印い
ん

鑑か
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

の
代か

わ
り
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

に
出で

向む

き
、
印い

ん

鑑か
ん

証し
ょ
う

明め
い

に

変か

わ
る
証

し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
取し

ゅ

得と
く

す
る

必ひ
つ

要よ
う

が
あ
る
。
こ
の
他ほ

か

、
日に

本ほ
ん

で
は
協

き
ょ
う

議ぎ

が
整と

と
の
わ
な
い
場ば

合あ
い

、
調

ち
ょ
う

停て
い

・
調

ち
ょ
う

停て
い

後ご

の
裁さ

い

判ば
ん

と
い
う
離り

婚こ
ん

の
方ほ

う

法ほ
う

が
あ
る
。

②
海か

い

外が
い

か
ら
の
相そ

う

続ぞ
く

手て

続つ
づ

き

の
際さ

い

に
よ
く
あ
る
失し

っ

敗ぱ
い

例れ
い

等な
ど

★
海か

い

外が
い

で
取し

ゅ

得と
く

必ひ
つ

要よ
う

な
書し

ょ

類る
い

を
知し

ら
ず
に
帰き

国こ
く

し
、
一い

ち

度ど

の
帰き

国こ
く

で
は
間ま

に
合あ

わ
ず
、

何な
ん

度ど

も
往お

う

復ふ
く

し
て
無む

駄だ

な
費ひ

用よ
う

を
か
け
た
。

農
のう

業
ぎょう

展
てん

覧
らん

会
かい

での下
しも

元
もと

、農
のう

相
しょう

、井
いの

上
うえ

理
り

事
じ

長
ちょう

（左
ひだり

から）

血け
つ

児じ

　

下し
も

元も
と

は
「
コ
ペ
ラ
チ
ズ
ム

は
資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

と
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

の

混こ
ん

血け
つ

児じ

」
と
定て

い

義ぎ

し
た
こ
と

も
あ
る
。

　

ま
た
、
例た

と

え
ば
、
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

制せ
い

度ど

を
批ひ

判は
ん

さ
れ
る
と

「
組く

み

合あ
い

の
財ざ

い

産さ
ん

が
大お

お

き
く
な

れ
ば
、
そ
れ
は
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
財ざ

い

産さ
ん

が
大お

お

き
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
」
と
も
反は

ん

論ろ
ん

し
て

い
る
。

　

以い

下か

の
様よ

う

な
こ
と
も
言い

っ
て

い
る
。

「
保ほ

険け
ん

衛え
い

生せ
い

、
教

き
ょ
う

育い
く

、
娯ご

楽ら
く

、

衣い

食し
ょ
く

住じ
ゅ
う、
生せ

い

活か
つ

の
合ご

う

理り

化か

、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
協

き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

の
力ち

か
らで
す
べ
て
解か

い

決け
つ

す
る
。

保ほ

健け
ん

衛え
い

生せ
い

は
、
過か

激げ
き

な
労ろ

う

働ど
う

が
資し

本ほ
ん

で
あ
る
農の

う

村そ
ん

人じ
ん

に
と
っ

て
は
解か

い

決け
つ

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

問も
ん

題だ
い

で
あ
る
。
組く

み

合あ
い

の
力ち

か
ら
で

病び
ょ
う

院い
ん

を
建た

て
る
と
こ
ろ
ま
で

行い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い

　
「（
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
居き

ょ

住じ
ゅ
う

地ち

域い
き

に
）
学が

っ

校こ
う

が
な
い
場ば

合あ
い

は
、

我わ
れ

々わ
れ

の
手て

に
よ
っ
て
建た

て
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
（
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

機き

関か
ん

に
）
学が

っ

校こ
う

が

足た

ら
な
い
と
い
く
ら
抗こ

う

議ぎ

し

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
だ
め
だ

（
実じ

つ

現げ
ん

し
な
い
）。
出で

来き

れ
ば

大だ
い

学が
く

ま
で
も
自じ

分ぶ
ん

達た
ち

の
力ち

か
ら
を

集し
ゅ
う

結け
つ

し
て
建た

て
る
」

　
「（
地ち

域い
き

地ち

域い
き

に
）
共

き
ょ
う

同ど
う

の

力ち
か
らに
よ
っ
て
シ
ネ
マ
館か

ん

を
つ
く

る
」（
カ
ッ
コ
内な

い

は
筆ひ

っ

者し
ゃ

註ち
ゅ
う）

　
こ
の
ほ
か
衣い

食し
ょ
く

住じ
ゅ
うや
生せ

い

活か
つ

の
合ご

う

理り

化か

に
つ
い
て
も
、
同ど

う

種し
ゅ

の
構こ

う

想そ
う

を
持も

っ
て
い
た
。

　

当と
う

時じ

、
他ほ

か

の
産さ

ん

組く
み

は
―
―

現げ
ん

在ざ
い

も
そ
う
だ
が
―
―
日に

っ

系け
い

・
非ひ

日に
っ

系け
い

を
問と

わ
ず
、
事じ

業ぎ
ょ
うは
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

に
限げ

ん

定て
い

し
て

い
た
。
下し

も

元も
と

は
、
そ
れ
を
含ふ

く

め
て
、
対た

い

象し
ょ
うを
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
生せ

い

活か
つ

の
す
べ
て
に
拡か

く

大だ
い

し
て
い

た
。
こ
う
な
る
と
、
経け

い

営え
い

と

い
う
よ
り
は
政せ

い

治じ

で
あ
る
。

　

そ
う
、
彼か

れ

は
政せ

い

治じ

家か

で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

政せ
い

治じ

家か

と
し
て
、
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

共
き
ょ
う

栄え
い

の
原げ

ん

則そ
く

に
基も

と

づ
く
新し

ん

社し
ゃ

会か
い

を
創つ

く

り
上あ

げ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
観み

る
と
、
そ
の
本ほ

ん

当と
う

の
人じ

ん

物ぶ
つ

像ぞ
う

、
イ
メ
ー
ジ
が
鮮せ

ん

明め
い

に
な
っ
て
く
る
。
一い

っ

介か
い

の
組く

み

合あ
い

経け
い

営え
い

者し
ゃ

で
は
な
か
っ
た
の

だ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

★
日に

本ほ
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
親し

ん

戚せ
き

に
任ま

か

せ

て
、
自じ

己こ

の
相そ

う

続ぞ
く

分ぶ
ん

が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
た
。

★
日に

本ほ
ん

の
不ふ

動ど
う

産さ
ん

事じ

情じ
ょ
うが
分わ

か
ら
ず
、
売う

れ
な
い
土と

地ち

を

相そ
う

続ぞ
く

分ぶ
ん

と
し
て
押お

し
付つ

け
ら

れ
た
。

★
想そ

う

像ぞ
う

し
て
い
た
以い

上じ
ょ
うに
時じ

間か
ん

が
か
か
り
、
な
か
な
か
進す

す

ま
ず
期き

限げ
ん

が
過す

ぎ
た
。

★
高こ

う

齢れ
い

の
親お

や

に
全す

べ

て
の
財ざ

い

産さ
ん

催さ
い

す
る
。
日に

本ほ
ん

の
「
食し

ょ
く
」
や

「
漫ま

ん

画が

・
ア
ニ
メ
」
な
ど
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
日に

本ほ
ん

の
イ
メ

手て

続つ
づ

き
も
必ひ

つ

要よ
う

な
い
。

※
日に

本ほ
ん

で
離り

婚こ
ん

す
る
手て

続つ
づ

き

は
、
協

き
ょ
う

議ぎ

離り

婚こ
ん

の
場ば

合あ
い

は
、

必ひ
つ

要よ
う

な
手て

続つ
づ

き
は
離り

婚こ
ん

届と
ど
けを

役や
く

所し
ょ

に
提て

い

出し
ゅ
つす
る
。
そ
の
際さ

い

、

本ほ
ん

籍せ
き

地ち

に
郵ゆ

う

送そ
う

す
る
形か

た
ち
で
あ

れ
ば
、
特と

く

に
添て

ん

付ぷ

資し

料り
ょ
うも
必ひ

つ

要よ
う

が
な
い
た
め
、
海か

い

外が
い

か
ら

で
も
簡か

ん

単た
ん

に
手て

続つ
づ
きを
済す

ま
せ

ら
れ
る
。

【
手て

順じ
ゅ
ん】
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
離り

婚こ
ん

届と
ど
けを
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

／
②
離り

婚こ
ん

届と
ど
けに
夫ふ

う

婦ふ

で
記き

入
に
ゅ
う

／
③
証し

ょ
う

人に
ん

２
名め

い

に
署し

ょ

名め
い

捺な
つ

印い
ん

を
も
ら
う
／
④
本ほ

ん

籍せ
き

地ち

の

役や
く

所し
ょ

に
郵ゆ

う

送そ
う

※
日に

本ほ
ん

で
の
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うや
財ざ

い

産さ
ん

が

あ
れ
ば
、
離り

婚こ
ん

後ご

の
養よ

う

育い
く

費ひ

や
財ざ

い

産さ
ん

分ぶ
ん

与よ

の
財ざ

い

産さ
ん

を
確か

く

保ほ

す
る
た
め
、
財ざ

い

産さ
ん

や
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うの

差さ
し

押お
さ

え
が
で
き
る
公こ

う

正せ
い

証し
ょ
う

書し
ょ

を
作さ

く

成せ
い

す
る
の
が
お
勧す

す

め
。

　

作さ
く

成せ
い

に
は
本ほ

ん

人に
ん

も
し
く
は

そ
の
代だ

い

理り

人に
ん

が
公こ

う

証し
ょ
う

役や
く

場ば

に

出で

向む

く
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
本ほ

ん

人に
ん

が
行い

け
な
く
て
も
、
代だ

い

理り

人に
ん

何な
に

が
必ひ

つ

要よ
う

か
を
見み

極き
わ

め
る
こ

と
が
大だ

い

事じ

。
海か

い

外が
い

に
い
る
こ

と
で
、
日に

本ほ
ん

と
は
異こ

と

な
る
手て

続つ
づ

き
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

見み

極き
わ

め
て
動う

ご

く
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

情じ
ょ
う

報ほ
う

不ぶ

足そ
く

か
ら
高た

か

い
航こ

う

空く
う

賃ち
ん

を
払は

ら

っ
て
二に

カ
国こ

く

間か
ん

を
往お

う

来ら
い

し
て
も
、
結け

っ

局き
ょ
く

手て

続つ
づ

き
が
終お

え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
あ
る
」
と
注

ち
ゅ
う

意い

を
呼よ

び

か
け
る
。

　

具ぐ

体た
い

的て
き

な
離り

婚こ
ん

や
相そ

う

続ぞ
く

の

手て

続つ
づ

き
の
注

ち
ゅ
う

意い

点て
ん

は
、
次つ

ぎ

の

通と
お

り
だ
と
い
う
。

①
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の

夫ふ
う

婦ふ

が
離り

婚こ
ん

す
る
場ば

合あ
い

の
手て

続つ
づ

き
に
つ
い
て

★
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
両

り
ょ
う

国こ
く

で

結け
っ

婚こ
ん

手て

続つ
づ

き
を
行

お
こ
な

っ
て
い
る

夫ふ
う

婦ふ

は
、
離り

婚こ
ん

も
同ど

う

様よ
う

に
両

り
ょ
う

国こ
く

で
の
手て

続つ
づ

き
が
必ひ

つ

要よ
う

。

★
ど
ち
ら
か
一い

っ

方ぽ
う

の
国く

に

で
し

か
結け

っ

婚こ
ん

手て

続つ
づ

き
を
行

お
こ
な

っ
て
な

い
場ば

合あ
い

は
、
手て

続つ
づ

き
を
し
て

な
い
国く

に

に
お
い
て
は
、
未み

婚こ
ん

の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
離り

婚こ
ん

抱か
か

え
る
人ひ

と

も
頭あ

た
ま
を
悩な

や

ま
せ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
中な

か

、
カ
リ
ー
ニ
ョ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

事じ

務む

所し
ょ

（
東と

う

京
き
ょ
う

都と

所し
ょ

在ざ
い

）の
藤ふ

じ

田た

み
き
代だ

い

表ひ
ょ
うは
、

「
相そ

う

続ぞ
く

手て

続つ
づ

き
は
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

異こ
と

な
る
の
で
、
自じ

分ぶ
ん

に
と
っ
て

　
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
人じ

ん

生せ
い

を
狂く

る

わ
さ
れ
る
在ざ

い

外が
い

邦ほ
う

人じ
ん

も
出で

て

き
て
お
り
、
結け

っ

果か

的て
き

に
「
コ

ロ
ナ
離り

婚こ
ん

」
相そ

う

談だ
ん

が
増ぞ

う

加か

し

て
い
る
。
同ど

う

様よ
う

に
思お

も

う
よ
う

に
帰き

国こ
く

が
で
き
な
い
ご
時じ

勢せ
い

と
な
り
、
遺い

産さ
ん

相そ
う

続ぞ
く

問も
ん

題だ
い

を

午ご

後ご

１
時じ

か
ら
、
初は

じ

め
て
オ

ン
ラ
イ
ン
上じ

ょ
うで
「
文ぶ

ん

協き
ょ
う

文ぶ
ん

化か

ま
つ
り
＃em

casa

」
を
開か

い

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）

は
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

の
２
３
、２
４
日に

ち

（下
げ

）

文
ぶん

協
きょう

ー
ジ
と
し
て
馴な

染じ

み
深ぶ

か

い
テ

ー
マ
や
音お

ん

楽が
く

を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
生な

ま

放ほ
う

送そ
う

す
る
新あ

ら

た
な
試こ

こ
ろみ
だ
。

　

若わ
か

い
世せ

代だ
い

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ

て
、
一い

っ

般ぱ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
も

幅は
ば

広ひ
ろ

く
届と

ど

く
よ
う
な
新あ

た
ら
し
い

形か
た
ちの
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

発は
っ

信し
ん

と
し
て
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
る
。

　

放ほ
う

送そ
う

に
は
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ
ス
ト

ラ
ン
「
藍あ

い

染ぞ
め

」
の
オ
ー
ナ
ー

兼け
ん

シ
ェ
フ
の
白し

ろ

石い
し

テ
ル
マ
さ
ん

や
ジ
ョ
ジ
ョ
ラ
ー
メ
ン
オ
ー
ナ

ー
の
シ
ラ
タ
・
シ
モ
ー
ネ
さ
ん

が
、
家か

庭て
い

で
で
き
る
美お

味い

し

い
レ
シ
ピ
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
実じ

つ

用よ
う

的て
き

な
も
の
や
、
日に

本ほ
ん

漫ま
ん

画が

の

翻ほ
ん

訳や
く

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

す
る
Ｊ
Ｂ
Ｃ
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

の
編へ

ん

集し
ゅ
う

者し
ゃ

を
招ま

ね

く
な
ど

様さ
ま

々ざ
ま

な
角か

く

度ど

で
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が

楽た
の

し
め
る
。

　
「
文ぶ

ん

化か

の
魅み

力り
ょ
く」
と
題だ

い

し
、

演え
ん

奏そ
う

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
コ

ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

の
伊い

藤と
う

カ
レ
ン

や
、
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
ー
を
は
じ
め

歌う
た

や
演え

ん

奏そ
う

の
ス
テ
ー
ジ
が
放ほ

う

送そ
う

さ
れ
る
。

　

開か
い

催さ
い

時じ

間か
ん

は
以い

下か

の
通と

お

り

【
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ａ
】
１
３
時じ

か
ら
▼
２
３
日に

ち

（
土ど

）
白し

ら

石い
し

テ
ル
マ
▼
２
４
日か

（
日に

ち

）
シ
ラ
タ
・
シ
モ
ー
ネ

【
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｏ 

Ｏ
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ｕ
】
１
４
時じ

半は
ん

か
ら
▼

２
３
日に

ち

（
土ど

）
エ
デ
ィ
ー･

カ
ル
ロ
ス
、
マ
ル
セ
ロ
・
デ

ル
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
出し

ゅ
っ

版ぱ
ん

編へ
ん

集し
ゅ
う

者し
ゃ

）

▼
２
４
日か

（
日に

ち

）
ガ
ビ
ー
・

シ
ャ
ビ
エ
ル

の
管か

ん

理り

を
任ま

か

せ
て
い
た
ら
、
い

つ
の
間ま

に
か
散さ

ん

逸い
つ

さ
せ
て
し
ま

っ
て
い
た
（
詐さ

欺ぎ

、
遺い

産さ
ん

目め

当あ
て

結け
っ

婚こ
ん

、
浪ろ

う

費ひ

等な
ど

）

③
ど
の
よ
う
な
人ひ

と

が
注

ち
ゅ
う

意い

必ひ
つ

要よ
う

か
？

★
日に

本ほ
ん

に
不ふ

動ど
う

産さ
ん

や
貯ち

ょ

金き
ん

等な
ど

財ざ
い

産さ
ん

の
あ
る
人ひ

と

。

★
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
影え

い

響き
ょ
う

等な
ど

で

帰き

国こ
く

が
ま
ま
な
ら
ず
相そ

う

続ぞ
く

手て

続つ
づ
きで
既す

で

に
困こ

ま
っ
て
い
る
人ひ

と

、
こ

ぼ
り
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
販は

ん

売ば
い

さ
れ

て
い
る
ほ
ど
で
中な

か

々な
か

な
人に

ん

気き

者も
の

の
様よ

う

子す

。
コ
ロ
ナ
禍か

だ
か

ら
こ
そ
、
普ふ

段だ
ん

や
ら
な
い
新

あ
た
ら

し
い
試こ

こ
ろ
み
で
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

普ふ

及き
ゅ
うの
選せ

ん

択た
く

肢し

を
増ふ

や
す
の
は

心こ
こ
ろ

強づ
よ

い
こ
と
と
い
え
そ
う
だ
。

今こ
ん

回か
い

の
コ
ロ
ナ
危き

機き

…
。
広こ

う

告こ
く

は
ゼ
ロ
、
印い

ん

刷さ
つ

版ば
ん

を
休

き
ゅ
う

止し

し
た
３
月が

つ

２
５
日に

ち

か
ら
１
カ

月げ
つ

余あ
ま

り
の
購こ

う

読ど
く

料り
ょ
う

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うも

ゼ
ロ
に
。
だ
が
５
月が

つ

５
日か

付づ

け
か
ら
印い

ん

刷さ
つ

版ば
ん

を
再さ

い

開か
い

し
、

あ
ち
こ
ち
の
読ど

く

者し
ゃ

か
ら
喜よ

ろ
こ
び

の
声こ

え

が
届と

ど

く
の
は
、
邦ほ

う

字じ

紙し

記き

者し
ゃ

冥み
ょ
う

利り

に
尽つ

き
る
。
と
は

い
え
カ
ス
ミ
を
食く

っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
経け

い

営え
い

の
成な

り

行ゆ

き
は
非ひ

常じ
ょ
うに
気き

に
か
か
っ
て

支し

援え
ん

金き
ん

か
ら
１
５
万ま

ん

円え
ん

を
先せ

ん

週し
ゅ
う、
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

に
寄き

付ふ

し
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
続つ

づ

き
、

今こ
ん

度ど

は
東と

う

京き
ょ
うに
住す

む
有ゆ

う

志し

も

寄き

付ふ

し
た
い
と
申も

う

し
出で

て
く

れ
た
。
本ほ

ん

当と
う

に
あ
り
が
た
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
強つ

よ

い
つ
な
が
り

と
深ふ

か

い
理り

解か
い

を
持も

つ
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
。

こ
の
よ
う
な
厚こ

う

意い

に
応こ

た

え
る

意い

味み

で
も
、
で
き
る
限か

ぎ

り
が

ん
ば
ら
ね
ば
と
襟え

り

を
正た

だ

す
思お

も

い
だ
。

と
い
う
メ
ー
ル
を
連れ

ん

日じ
つ

受う

け

取と

っ
て
い
る
。
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
世せ

界か
い

第だ
い

３
位い

、
死し

者し
ゃ

は
連れ

ん

日じ
つ

１
千せ

ん

人に
ん

超ち
ょ
うと
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

日に

本ほ
ん

語ご

で
も
飛と

び
交か

っ
て
い
る

お
か
げ
だ
。
幸さ

い
わい
な
こ
と
に
、

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

か
ら
は
入

に
ゅ
う

院い
ん

者し
ゃ

も
死し

者し
ゃ

も
出で

て
い
な
い
。
一い

ち

昨さ
く

年ね
ん

末ま
つ

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

が
廃は

い

刊か
ん

し

て
一い

っ

紙し

だ
け
に
な
っ
た
が
読ど

く

者し
ゃ

は
さ
ほ
ど
増ふ

え
ず
、
も
と
も

と
経け

い

営え
い

危き

機き

だ
っ
た
と
こ
ろ
へ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

対た
い

策さ
く

の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、
７
月が

つ

９
日か

（
木も

く

）
の
護ご

憲け
ん

革か
く

命め
い

記き

念ね
ん

日び

の
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

を
、
５
月が

つ

２
５

日に
ち

（
月げ

つ

）
に
前ま

え

倒だ
お

し
に
す
る

こ
と
が
決き

ま
っ
た
。

　

今こ
ん

週し
ゅ
うは
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

だ
け
２
０
日か

（
水す

い

）
を
６
月が

つ

１
１
日に

ち

の
聖せ

い

体た
い

祭さ
い

の
前ま

え

倒だ
お

し

と
し
て
臨り

ん

時じ

祝し
ゅ
く

日じ
つ

に
し
、
翌よ

く

２
１
日に

ち

（
木も

く

）
を
１
１
月が

つ

２
０
日か

の
黒こ

く

人じ
ん

尊そ
ん

厳げ
ん

の
日ひ

の

前ま
え

倒だ
お

し
休

き
ゅ
う

日じ
つ

に
し
た
。

　

そ
の
た
め
本ほ

ん

紙し

も
２
１
日に

ち

付づ
け

（
木も

く

）、
２
２
日に

ち

付づ
け

（
金き

ん

）

が
休

き
ゅ
う

刊か
ん

と
な
っ
た
。

　

２
５
日に

ち

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
全ぜ

ん

州し
ゅ
うが
臨り

ん

時じ

祝し
ゅ
く

日じ
つ

と
な
る
。
そ

の
関か

ん

係け
い

で
本ほ

ん

紙し

２
６
日に

ち

付づ
け

（
火か

）
は
休

き
ゅ
う

刊か
ん

と
な
り
、
次つ

ぎ

の

新し
ん

聞ぶ
ん

は
２
７
日に

ち

付づ
け

（
水す

い

）
と

な
る
。

　

な
お
２
５
日に

ち

（
月げ

つ

）
は
在ざ

い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

も
休

き
ゅ
う

館か
ん

と
な
る
。

【
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｏ　

Ｃ
Ｕ

Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
】
１
６
時じ

か

ら
▼
２
３
日に

ち

（
土ど

）
ク
ラ
リ

ス
・
マ
ツ
ナ
ガ
、
瑞み

ず

穂ほ

和わ

太だ
い

鼓こ

、
西に

し

村む
ら

武た
け
し、
伊い

藤と
う

カ
レ

ン
（
特と

く

別べ
つ

出し
ゅ
つ

演え
ん

）
▼
２
４

日か

（
日に

ち

）
ヒ
ル
ト
ン･

カ
シ

ア
ー
ノ
、
グ
ル
ッ
ポ
・
サ
ン
セ

イ
（
Ｇ
Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ｏ　

Ｓ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｙ
）、
ジ
ョ
ー
平ひ

ら

田た

（
特と

く

別べ
つ

出し
ゅ
つ

演え
ん

）

詳し
ょ
う

細さ
い

は
文ぶ

ん

化か

ま
つ
り
サ
イ
ト

又ま
た

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
確か

く

認に
ん

で
き

る
。

【
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
b

u
n

k
am

atsu
ri.o

rg
.

br 

【In
stag

ram
 

又ま
た

は F
a 

ceb
o

o
k

】 @
festival 

bunkam
atsuri

で
検け

ん

索さ
く

れ
か
ら
相そ

う

続ぞ
く

手て

続つ
づ

き
が
必ひ

つ

要よ
う

に
な
る
で
あ
ろ
う
人ひ

と

。

★
特と

く

に
一ひ

と

人り

っ
子こ

や
、
兄

き
ょ
う

弟だ
い

が

い
て
も
す
で
に
他た

界か
い

し
て
お

り
、
日に

本ほ
ん

の
親し

ん

戚せ
き

だ
け
で
は

心こ
こ
ろも
と
な
い
人ひ

と

。

★
海か

い

外が
い

生せ
い

活か
つ

が
長な

が

く
現げ

ん

在ざ
い

の

日に

本ほ
ん

の
法ほ

う

律り
つ

や
不ふ

動ど
う

産さ
ん

事じ

情
じ
ょ
う

の
変へ

ん

化か

に
不ふ

安あ
ん

の
あ
る
人ひ

と

。

★
海か

い

外が
い

に
い
る
こ
と
で
、
他ほ

か

の
相そ

う

続ぞ
く

人に
ん

よ
り
自じ

分ぶ
ん

の
相そ

う

続ぞ
く

分ぶ
ん

が
少す

く

な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
等な

ど

不ふ

安あ
ん

な
人ひ

と

。

【
カ
リ
ー
ニ
ョ
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

事じ

務む

所し
ょ

】
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

＝
東と

う

京き
ょ
う

都と

新し
ん

宿
じ
ゅ
く

区く

西に
し

新し
ん

宿じ
ゅ
く７
―
２
―
６
、
西に

し

新し
ん

宿じ
ゅ
く

Ｋ
１
ビ
ル
３
階か

い

、
電で

ん

話わ

８
１
―
３
―
６
８
９
０
―

５
０
９
９
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w

w
.carinho-office.

co
m

/so
u

zo
k

u
/k

ai 
gai.htm

l

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
よ
る

　

２
４
日か

（
日に

ち

）
の
１
４
時じ

半は
ん

か
ら
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
ガ
ビ
ー
・

シ
ャ
ビ
エ
ル
さ
ん
は
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
や
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
な

ど
で
日に

本ほ
ん

の
漫ま

ん

画が

や
ア
ニ
メ

と
い
っ
た
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
取と

り
上あ

げ
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
い
わ

ゆ
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
だ
。
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
登と

う

録ろ
く

者し
ゃ

数す
う

は
５
７
万ま

ん

人に
ん

に
も
の

　

最さ
い

近き
ん

、
日に

本ほ
ん

の
家か

族ぞ
く

、
友ゆ

う

人じ
ん

か
ら
「
生い

き
て
い
る
か
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

か
？
」



　

こ
れ
は
人じ

ん

口こ
う

比ひ

で
見み

て
も

歴れ
き

然ぜ
ん

で
、
人じ

ん

口こ
う

１
０
万ま

ん

人に
ん

当あ

た
り
２
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

を
だ
し
て
い
る
市し

が
２
市し

、

千せ
ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うと
な
る
と
１
５
市し

で
す
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が

北ほ
く

東と
う

部ぶ

、
ア
マ
ゾ
ン
地ち

域い
き

内な
い

に
あ
る
の
で
す
。

　

そ
ん
な
危き

機き

的て
き

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うの

中な
か

、
防ぼ

う

疫え
き

対た
い

策さ
く

の
元も

と

締じ

め
と

な
る
べ
き
タ
イ
シ
保ほ

健け
ん

相そ
う

が

５
月が

つ

１
５
日に

ち

辞じ

任に
ん

し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

同ど
う

保ほ

健け
ん

相そ
う

は
、
保ほ

健け
ん

専せ
ん

門も
ん

家か

た
ち
が
推す

い

進し
ん

す
る
コ
ロ
ナ

病び
ょ
うの
社し

ゃ

会か
い

的て
き

隔か
く

離り

推す
い

進し
ん

、
ま

た
、
反は

ん

対た
い

論ろ
ん

の
多お

お

い
ク
ロ
ロ

キ
ナ
系け

い

薬や
く

品ひ
ん

の
採さ

い

用よ
う

に
つ
い

て
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

と
の
間

あ
い
だ

で
意い

見け
ん

が
対た

い

立り
つ

し
、
就

し
ゅ
う

任に
ん

後ご

１
か
月げ

つ

に
も
な
ら
な
い
の

に
、
辞じ

任に
ん

に
追お

い
込こ

ま
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

さ
て
そ
れ
で
？　

と
次つ

ぎ

の

人じ
ん

事じ

が
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
集あ

つ

め
て
い
ま

し
た
。
連れ

ん

日じ
つ

１
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

え

る
死し

者し
ゃ

が
出で

る
事じ

態た
い

に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
結け

っ

局き
ょ
く、
今こ

ん

週し
ゅ
うは
誰だ

れ

も
選せ

ん

任に
ん

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ん
と
死し

者し
ゃ

数す
う

世せ

界か
い

第だ
い

３
位い

と
い
う
公こ

う

衆し
ゅ
う

衛え
い

生せ
い

緊き
ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

の
中な

か

で
、
そ
の
最さ

い

高こ
う

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

た
る
保ほ

健け
ん

大だ
い

臣じ
ん

ナ
シ
で
、

対た
い

処し
ょ

し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
大だ

い

臣じ
ん

に
な
り
た

い
と
い
う
候こ

う

補ほ

者し
ゃ

は
い
つ
で

も
ワ
ン
さ
か
と
居い

ま
す
。
議ぎ

会か
い

で
の
政せ

い

府ふ

支し

持じ

と
の
〝
取と

り

引ひ
き

〟
が
透す

け
て
見み

え
る
Ｐ
Ｓ

Ｌ
党と

う

の
政せ

い

治じ

家か

候こ
う

補ほ

等な
ど

に
交ま

じ
っ
て
日に

っ

系け
い

医い

師し

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｅ 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」

の
名な

前ま
え

も
挙あ

が
っ
て
い
ま
す
。

山や
ま

口ぐ
ち

さ
ん
は
女じ

ょ

性せ
い

、
腫し

ゅ

瘍よ
う

系け
い

が
専せ

ん

門も
ん

の
女じ

ょ

医い

さ
ん
で
す（
ど

な
た
か
の
お
知し

り
合あ

い
で

し
ょ
う
か
？
）

　

現げ
ん

在ざ
い

、
保ほ

健け
ん

相そ
う

の
職

し
ょ
く

務む

は
、

先せ
ん

日じ
つ

政せ
い

策さ
く

的て
き

に
任に

ん

命め
い

さ
れ
た

ば
か
り
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
パ

ズ
エ
ロ
陸り

く

軍ぐ
ん

大た
い

将し
ょ
う（
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
）
が
代だ

い

行こ
う

し
て
い
ま
す
。

　

政せ
い

府ふ

は
こ
の
人ひ

と

を
通つ

う

じ
て
、

自じ

分ぶ
ん

の
打う

つ
べ
き
手て

は
ち
ゃ
ん

と
打う

っ
て
い
ま
す
。

　

即す
な
わ
ち
―
―

★
保ほ

健け
ん

省し
ょ
うの
部ぶ

長ち
ょ
う

級き
ゅ
うポ
ス
ト

に
先せ

ん

日じ
つ

軍ぐ
ん

人じ
ん

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

９
人に

ん

を

任に
ん

命め
い

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
同ど

う

省し
ょ
う

内な
い

の
軍ぐ

ん

人じ
ん

系け
い

は
１
８
人に

ん

。

誰だ
れ

が
大だ

い

臣じ
ん

に
な
っ
て
も
、
こ
れ

で
同ど

う

省し
ょ
う

内な
い

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
強つ

よ

い

基き

盤ば
ん

は
出で

来き

上あ

が
っ
た
、
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

★
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
誰だ

れ

に
言い

わ
れ
た

の
か
、
ク
ロ
ロ
キ
ナ
系け

い

の
薬や

く

品ひ
ん

の
認に

ん

可か

、
使し

用よ
う

に
熱ね

っ

心し
ん

で
、
度た

び

々た
び

そ
の
採さ

い

用よ
う

を
働は

た
ら
き

か
け
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

こ
の
大だ

い

臣じ
ん

空く
う

席せ
き

期き

に
代だ

い

行こ
う

の

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
法ほ

う

令れ
い

を
出だ

し
、

使し

用よ
う

に
Ｏ
Ｋ
を
出だ

し
ま
し

た
。

　

ク
ロ
ロ
キ
ナ
の
利り

用よ
う

に
つ
い

て
は
医い

療り
ょ
う、
保ほ

健け
ん

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

か

ら
『
医い

療り
ょ
う

効こ
う

果か

が
未み

確か
く

認に
ん

だ
。
副ふ

く

作さ

用よ
う

が
見み

ら
れ
る
』

な
ど
、
そ
の
利り

用よ
う

が
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

さ

れ
て
い
た
の
に
拘か

か

わ
ら
ず
の

措そ

置ち

で
す
。
こ
れ
も
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
さ
ん
の
意い

向こ
う

で
通と

お
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
で
は

コ
ロ
ナ
防ぼ

う

疫え
き

対た
い

策さ
く

で
は
な
く
、

自じ

己こ

意い

向こ
う

強き
ょ
う

行こ
う

対た
い

策さ
く

で
す

ね
。

警け
い

察さ
つ

だ
っ
て
我わ

が
陣じ

ん

に

　

厳げ
ん

正せ
い

な
業

ぎ
ょ
う

務む

執し
っ

行こ
う

で
人に

ん

気き

の
モ
ロ
法ほ

う

務む

・
保ほ

安あ
ん

相そ
う

が
辞じ

任に
ん

し
た
の
も
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うと
の
確か

く

執し
つ

が
原げ

ん

因い
ん

で

し
た
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
警け

い

察さ
つ

の
人じ

ん

事じ

、
と
り
わ
け
リ
オ
警け

い

察さ
つ

本ほ
ん

部ぶ

の
人じ

ん

事じ

に
こ
だ
わ
っ
た
の

は
、
自じ

分ぶ
ん

の
身み

内う
ち

、
長

ち
ょ
う

男な
ん

の

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
上

じ
ょ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん（
３
９

歳さ
い

）
の
法ほ

う

令れ
い

違い

反は
ん

の
疑ぎ

惑わ
く

が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
モ
ロ
前ぜ

ん

法ほ
う

相し
ょ
うが
辞じ

任に
ん

の
際さ

い

に
こ
の
点て

ん

を

指し

摘て
き

し
た
た
め
、
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

や
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

が
関か

ん

与よ

、
取と

り
調し

ら

べ
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
問も

ん

題だ
い

は
そ

の
後ご

更さ
ら

に
発は

っ

展て
ん

し
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏し

が
（
こ
の
疑ぎ

惑わ
く

の
件け

ん

を
睨に

ら

ん
で
）
警け

い

察さ
つ

の
人じ

ん

事じ

に

干か
ん

渉し
ょ
うし
よ
う
と
し
た
の
は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
権け

ん

限げ
ん

の
濫ら

ん

用よ
う

、
憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

で
な
い
か
？
と
い
う
こ
と

に
焦

し
ょ
う

点て
ん

が
移う

つ

り
ま
し
た
。

　

も
し
こ
の
干か

ん

渉し
ょ
うの
事じ

実じ
つ

が主
しゅ

要
よう

国
こく

コロナウイルス拡
かく

散
さん

状
じょう

況
きょう

（提
てい

供
きょう

元
もと

: ウィキペディア）

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

し
ゅ
う

マ
ナ
ウ
ス
市し

の
臨り

ん

時じ

病
び
ょ
う

院い
ん

を
視し

察さ
つ

す
る
タ
イ
シ

保ほ

健け
ん

相そ
う

（
当と

う

時じ

、Foto: Alex Pazuello/Semcom

）

証し
ょ
う

明め
い

さ
れ
る
と
、
大だ

い

統と
う

領
り
ょ
う

の
憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

と
な
り
、
そ
の

罷ひ

免め
ん

（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

『
世せ

間け
ん

が
コ
ロ
ナ
禍か

で
苦く

境
き
ょ
う

に
立た

っ
て
い
る
今い

ま

、
何な

ん

で
こ
ん

な
こ
と
で
争あ

ら
そ
い
を
』
と
思お

も

わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
当と

う

事じ

者し
ゃ

と

し
て
は
『
他た

人に
ん

事ご
と

で
は
な
い
。

こ
こ
で
負ま

け
て
は
た
だ
の
人ひ

と

に
な
る
』
の
で
す
。
執

し
ゅ
う

着ち
ゃ
くし

ま
す
ね
。

頼た
よ

る
は
や
っ
ぱ
り
政せ

い

治じ

力
り
ょ
く

　

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

側が
わ

は
『
違い

法ほ
う

行こ
う

為い

だ
』と
言い

う
動う

ご

き
に
は『
そ

ん
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
陰い

ん

謀ぼ
う

だ
』
と
強つ

よ

く
否ひ

定て
い

し
て
い

ま
す
。

　

念ね
ん

の
た
め
、
議ぎ

会か
い

対た
い

策さ
く

も

ち
ゃ
ん
と
手て

配は
い

し
て
い
ま
す
。

即す
な
わち
、
罷ひ

免め
ん

案あ
ん

が
議ぎ

会か
い

に
上

じ
ょ
う

程て
い

さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
途と

中
ち
ゅ
う

で
潰つ

ぶ

す
。
ま
た
は
議ぎ

会か
い

で
否ひ

決け
つ

し
て
し
ま
う
方ほ

う

策さ
く

で
す
。

　

ボ
ウ
ロ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは

米べ
い

国こ
く

ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと

違ち
が
っ
て
所し

ょ

属ぞ
く

与よ

党と
う

を
持も

た
な
い

「
一い

っ

匹ぴ
き

オ
オ
カ
ミ
」
で
す
か

ら
、
何な

ん

と
か
し
て
自じ

分ぶ
ん

の
シ

ン
パ
を
作つ

く

り
た
い
。

コ
ロ
ナ
拡か

く

散さ

ん

止と

ま
ら
ぬ
ブ
ラ
ジ
ル

一ひ
と

筋す
じ

縄な
わ

で
対た

い

処し
ょ

で
き
な
い
格か

く

差さ

大た
い

国こ
く

聖せ
い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

　
駒こ

ま

形が
た

　
秀ひ

で

雄お

　

そ
の
た
め
、
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

内な
い

の
一い

ち

大だ
い

勢せ
い

力り
ょ
く「
セ
ン
ト
ロ
ン
」

と
交こ

う

渉し
ょ
うを
始は

じ

め
ま
し
た
。
セ

ン
ト
ロ
ン
は
自じ

分ぶ
ん

の
主し

ゅ

義ぎ

主し
ゅ

張ち
ょ
うと
い
う
よ
り
、
自じ

分ぶ
ん

達た
ち

の
利り

害が
い

で
寄よ

り
合あ

っ
た
議ぎ

員い
ん

グ
ル
ー
プ
で
す
。「
下か

院い
ん

の

５
１
３
議ぎ

席せ
き

の
う
ち
過か

半は
ん

数す
う

を
占し

め
る
」
と
豪ご

う

語ご

し
て
い

ま
す
か
ら
、
こ
こ
の
『
合ご

う

意い

』

が
あ
れ
ば
、
議ぎ

会か
い

対た
い

策さ
く

は
万ば

ん

全ぜ
ん

、
罷ひ

免め
ん

案あ
ん

は
可か

決け
つ

承し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
ま
せ
ん
。（
別べ

っ

項こ
う

参さ
ん

照し
ょ
う）

　

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

側が
わ

は
既す

で

に
「
進し

ん

歩ぽ

グ
ル
ー
プ
」
や
「
共

き
ょ
う

和わ

グ
ル
ー

プ
」
に
政せ

い

府ふ

内な
い

の
役や

く

職し
ょ
くを
提て

い

供き
ょ
うし
て
お
り
、
５
月が

つ

１
８
日に

ち

に
は
教

き
ょ
う

育い
く

省し
ょ
う

内な
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

ポ
ス

ト
「
全ぜ

ん

国こ
く

教き
ょ
う

育い
く

基き

金き
ん

」
の
役や

く

職し
ょ
く（
予よ

算さ
ん

２
９
４
億お

く

レ
ア
ル
）

を
Ｐ
Ｌ
党と

う

に
提て

い

供き
ょ
うし
て
い
ま

す
。ま
さ
に
昔

む
か
し

型が
た

の『TO
M

A
 

L
Á

, D
Á

 C
Á

』（
利り

権け
ん

政せ
い

治じ

）
の
基き

本ほ
ん

に
戻も

ど

っ
た
よ
う

で
す
。

そ
れ
で
コ
ロ
ナ
の
対た

い

処し
ょ

策さ
く

は

　

さ
て
、
そ
れ
で
こ
の
厄や

っ

介か
い

な
コ
ロ
ナ
禍か

に
ど
う
対た

い

処し
ょ

す

る
か
、
で
す
。

　

色い
ろ

々い
ろ

な
対た

い

応お
う

策さ
く

が
言い

わ
れ

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

多た

様よ
う

な
ブ
ラ
ジ
ル
は
画か

く

一い
つ

的て
き

な
対た

い

策さ
く

で
は
応お

う

じ
き

れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

を
恐お

そ

れ
て
ボ
ア
・
ビ
ス

タ
の
町ま

ち

に
出で

て
き
た
イ
ン
デ
ィ
オ
の
ヤ
ノ
マ
ミ
族ぞ

く

（Emily Costa/Amazonia Real

）

路ろ

上
じ
ょ
う

の
物も

の

乞ご

い
も
休や

す

む
訳わ

け

に
は
い
か
な
い

（Roberto Parizotti/FotosPublicas

）

て
い
ま
す
が
、
今い

ま

の
ブ
ラ
ジ

ル
で
言い

わ
れ
て
、
並へ

い

立り
つ

し
て

い
る
の
は
以い

下か

の
２
策さ

く

の
よ

う
で
す
。

【
Ａ
】
は
医い

師し

、
保ほ

健け
ん

界か
い

の

専せ
ん

門も
ん

家か

が
唱と

な

え
、
多お

お

く
の

国く
に

、
都と

市し

で
実じ

っ

施し

さ
れ
て
い

る
隔か

く

離り

、
回か

い

避ひ

策さ
く

で
す
。
飛ひ

行こ
う

機き

を
撃う

つ
戦せ

ん

闘と
う

機き

も
高こ

う

射し
ゃ

砲ほ
う

（
特と

っ

効こ
う

薬や
く

）
も
な
い
の

で
す
か
ら
、
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

の
中な

か

に

入は
い

っ
て
、
爆ば

く

弾だ
ん

を
避さ

け
る
方ほ

う

法ほ
う

で
す
。

【
Ｂ
】
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うな
ど
が
唱と

な

え
て
い
る
強

き
ょ
う

行こ
う

突と
っ

破ぱ

策さ
く

で
す
。『
医い

者し
ゃ

が
言い

う
通と

お

り
、
じ
っ
と
家い

え

に
引ひ

き

籠こ
も

っ
て
い
る
の
で
は
仕し

事ご
と

が
で

き
ず
、
金か

ね

も
回ま

わ

っ
て
こ
な
い
。

ヘ
ナ
チ
ョ
コ
カ
ゼ
な
ど
は
恐お

そ

れ

ず
、
適て

き

当と
う

に
仕し

事ご
と

も
し
よ
う
』

と
い
う
方ほ

う

策さ
く

で
す
。「
市し

民み
ん

が

家い
え

に
留と

ど

ま
り
金か

ね

が
き
れ
て
ヘ

タ
っ
て
し
ま
っ
て
は
元も

と

も
子こ

も

な
く
な
る
。
あ
る
程て

い

度ど

の
開か

い

放ほ
う

は
必ひ

つ

要よ
う

だ
」
と
言い

う
の
で

す
。

　
（
Ａ
）
案あ

ん

は
理り

論ろ
ん

的て
き

に
は
そ

の
通と

お

り
で
、
ド
イ
ツ
や
日に

本ほ
ん

の
よ
う
に
民み

ん

度ど

の
高た

か

い
、
あ

る
程て

い

度ど

物も
の

事ご
と

に
理り

解か
い

の
あ
る

国こ
く

民み
ん

に
は
有ゆ

う

効こ
う

と
思お

も

わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
は

広ひ
ろ

い
、
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
んも
低ひ

く

く
医い

療り
ょ
うの
知ち

識し
き

も
行い

き
渡わ

た

ら
な
い
、

上じ
ょ
う

下げ

水す
い

を
は
じ
め
、
衛え

い

生せ
い

環か
ん

境き
ょ
うが
調

と
と
の

っ
て
い
な
い
所と

こ
ろ

も
沢た

く

山さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
へ
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

の
（
Ａ
）
方ほ

う

式し
き

を
そ
の
ま
ま
適て

き

用よ
う

出で

来き

る

か
？

　

疑ぎ

問も
ん

が
あ
り
ま
す
。
事じ

実じ
つ

、
大だ

い

都と

市し

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
フ
ァ
ベ

ラ
や
、
ア
マ
ゾ
ン
未み

開か
い

発は
つ

地ち

域い
き

で
は
政せ

い

庁ち
ょ
うの
指し

示じ

が
浸し

ん

透と
う

出で

来き

ず
、
感か

ん

染せ
ん

大だ
い

爆ば
く

発は
つ

を
起お

こ
し
て
い
ま
す
。

　
（
Ｂ
）
案あ

ん

は
心し

ん

情じ
ょ
う

的て
き

に

は
『
分わ

か
る
、
わ
か
る
』
で

す
。
で
す
が
、
精せ

い

神し
ん

力り
ょ
くだ
け

で
は
コ
ロ
ナ
病び

ょ
う
は
防ふ

せ

げ
ま
せ

ん
。
空そ

ら

か
ら
降ふ

る
爆ば

く

弾だ
ん

に
竹た

け

や
り
を
か
ざ
し
て
み
て
も
何な

ん

の
役や

く

に
も
立た

た
な
か
っ
た
こ
と

は
既す

で

に
経け

い

験け
ん

済ず

み
で
す
。

　

そ
れ
で
時じ

間か
ん

も
な
い
の
で
、

途と

中ち
ゅ
うの
議ぎ

論ろ
ん

を
省

し
ょ
う

略り
ゃ
くし
て
、

以い

下か

の
よ
う
な
案あ

ん

を
用よ

う

意い

し

て
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ

う
。

　

ち
ょ
っ
と
考か

ん
が
え
て
み
て
下く

だ

さ

い
。

（
１
）
隔か

く

離り

、
防ぼ

う

疫え
き

策さ
く

な
ど

は
引ひ

き
続つ

づ

き
実じ

っ

施し

す
る
。
し

か
し
一い

っ

定て
い

の
効こ

う

果か

が
認み

と

め
ら

れ
た
時じ

点て
ん

で
、
自じ

粛し
ゅ
く

規き

制せ
い

を

緩ゆ
る

め
る
。

　

例た
と

え
ば
、「
感か

ん

染せ
ん

／
死し

亡ぼ
う

の
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
うカ
ー
ブ
が
鈍に

ぶ

る
」
図ず

で
言い

え
ば
右み

ぎ

肩か
た

下さ

が
り
に

な
っ
た
ら
規き

制せ
い

を
緩ゆ

る

め
る
。

美び

容よ
う

、理り

髪は
つ

店て
ん

、レ
ス
ト
ラ
ン
、

小こ

売う
り

商し
ょ
う

店て
ん

な
ど
は
一い

っ

定て
い

の
規き

制せ
い

の
下も

と

で
開か

い

店て
ん

を
認み

と

め
る
。

　

生せ
い

産さ
ん

、
製せ

い

造ぞ
う

工こ
う

場じ
ょ
うな
ど
は

一い
っ

定て
い

の
規き

律り
つ

の
下も

と

、
操そ

う

業ぎ
ょ
うを

続つ
づ

け
る
。
学が

っ

校こ
う

、
事じ

務む

所し
ょ

な

ど
は
テ
レ
コ
ン
な
ど
を
活か

つ

用よ
う

す
る
が
、
一い

っ

定て
い

の
ル
ー
ル
を

守ま
も

っ
て
の
開か

い

校こ
う

、
営え

い

業ぎ
ょ
うを
認み

と

め
る
。

（
２
）
密み

っ

集し
ゅ
う、
密み

っ

接せ
つ

の
原げ

ん

因い
ん

と
な
る
大だ

い

規き

模ぼ

音お
ん

楽が
く

ラ
イ
ヴ
、

ス
ポ
ー
ツ
大た

い

会か
い

、
集

し
ゅ
う

会か
い

な
ど

は
引ひ

き
続つ

づ

き
認み

と

め
な
い
。
パ

チ
ン
コ
、
賭か

け
事ご

と

な
ど
も
ダ

メ
。
市し

民み
ん

の
仕し

事ご
と

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

関か
ん

係け
い

な
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

（
娯ご

楽ら
く

）
な
ど
は
暫し

ば
ら
く
ご
遠え

ん

慮り
ょ

を
と
い
う
事こ

と

で
す
。

（
３
）
あ
ま
り
感か

ん

染せ
ん

／
死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

が
居い

な
い
地ち

域い
き

で
は
以い

上
じ
ょ
う

の
よ
う
な
規き

制せ
い

を
緩ゆ

る

く
す
る
。

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

地ち

域い
き

に
ま
で
、
大だ

い

都と

市し

並な

み

の
規き

制せ
い

を
適て

き

用よ
う

す
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。
な
る
べ
く
市し

民み
ん

の
不ふ

自じ

由ゆ
う

、
不ふ

満ま
ん

を
な
く

す
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

以い

上じ
ょ
うは
コ
ロ
ナ
病び

ょ
うの
治ち

療
り
ょ
う

法ほ
う

も
ワ
ク
チ
ン
も
開か

い

発は
つ

さ
れ

な
い
、
こ
こ
１
～
２
年ね

ん

の
間

あ
い
だ

の
策さ

く

で
す
。
兎と

に
角か

く

、
規き

制せ
い

に
縛し

ば

ら
れ
る
こ
と
を
嫌き

ら

う
ブ

ラ
ジ
ル
の
国こ

く

民み
ん

性せ
い

、
広こ

う

大だ
い

な

地ち

域い
き

事じ

情じ
ょ
うな
ど
を
考こ

う

慮り
ょ

し
、

そ
の
地ち

域い
き

、
時じ

点て
ん

に
あ
っ
た

対た
い

応お
う

策さ
く

を
取と

れ
ば
良よ

い
。
役や

く

所し
ょ

の
通つ

う

達た
つ

の
よ
う
な
杓

し
ゃ
く

子し

定
じ
ょ
う

規ぎ

な
規き

制せ
い

強き
ょ
う

要よ
う

は
ダ
メ
と
い

う
こ
と
で
す
。

や
む
を
得え

な
さ
そ
う
な
あ
る

程て
い

度ど

の
犠ぎ

牲せ
い

　

そ
れ
で
は
規き

制せ
い

の
効こ

う

果か

は

落お

ち
る
。「
ま
た
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

や

死し

者し
ゃ

が
増ふ

え
る
」
と
い
う
反は

ん

論ろ
ん

が
あ
る
と
思お

も

い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
よ
う
に
広ひ

ろ

い
、
理り

解か
い

度ど

、
貧ひ

ん

富ぷ

の
差さ

の
激は

げ

し
い

所と
こ
ろで
は
あ
る
程て

い

度ど

の
犠ぎ

牲せ
い

が

出で

る
の
は
止や

む
を
得え

な
い
。

病び
ょ
う

気き

が
広ひ

ろ

が
り
、
あ
る
程て

い

度ど

の
病

び
ょ
う

気き

の
抵て

い

抗こ
う

力り
ょ
く、
抗こ

う

体た
い

が

出で

来き

る
ま
で
コ
ロ
ナ
禍か

は
終お

わ
ら
な
い
覚か

く

悟ご

を
し
な
い
と

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

指し

導ど
う

的て
き

立た
ち

場ば

の
偉え

ら

い
方か

た

た

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方ほ

う

式し
き

で
コ
ロ
ナ
検け

ん

査さ

を
す
る
様よ

う

子す

（F
o
t
o
:
 
L
e
o
p
o
l
d
o
 
S
i
l
v
a
/
A
g
e
n
c
i
a
 
S
e
n
a
d
o

）

も
な
い
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
数か

ず

」
だ
と
言い

う

の
で
す
。「
何な

ん

じ
ゃ
こ
り
ゃ
、

悪わ
る

い
方ほ

う

で
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うで
は
ピ
ア
ー

ダ
に
も
な
ら
ん
わ
！
」

　

そ
う
、
１
位い

は
米べ

い

国こ
く

の

１
５
８
万ま

ん

人に
ん

、
２
位い

は
ロ
シ

ア
３
２
万ま

ん

人に
ん

を
急

き
ゅ
う

追つ
い

し
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
は
今き

ょ
う日
ま
で
の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

２
９
万ま

ん

人に
ん

に
達た

っ

し
た
の

で
す
。
し
か
も
、
そ
の
ペ
ー

ス
の
早は

や

い
こ
と
、
早は

や

い
こ
と
。

１
日に

ち

当あ

た
り
で
は
死し

者し
ゃ

が
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

え
、
埋ま

い

葬そ
う

す
る
に
も

場ば

所し
ょ

が
無な

い
ほ
ど
な
の
で
す
。

　

ま
、
変へ

ん

な
順

じ
ゅ
ん

位い

の
こ
と
は

さ
て
お
き
、
こ
ん
な
に
コ
ロ

ま
し
ょ
う
。　
　

追お

い
つ
か
な
い
コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ロ
ナ
病

び
ょ
う

罹り

患か
ん

者し
ゃ

は
、
発は

っ

生せ
い

時じ

こ
そ
サ
ン

パ
ウ
ロ
、
リ
オ
な
ど
の
大だ

い

都と

市し

部ぶ

が
そ
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

で
し
た
。

　

で
す
が
先せ

ん

月げ
つ

頃こ
ろ

か
ら
ア
マ

ゾ
ン
、
北ほ

く

東と
う

地ち

域い
き

な
ど
民み

ん

度ど

が
低ひ

く

く
、
医い

療り
ょ
う

環か
ん

境き
ょ
うな
ど

が
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

整と
と
の

っ
て
居い

な
い
と
こ

ろ
で
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

土ど

の
内う

ち

、
感か

ん

染せ
ん

／

死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

の
多お

お

い
２
０
市し

の
内う

ち

、

１
５
市し

も
が
こ
の
地ち

域い
き

内な
い

に

あ
り
ま
す
。

（３） ２０２０年第５４９２号 	 ５月	２３日	（土曜日）
　

日に
っ

中ち
ゅ
うは
晴は

れ
る
が
朝あ

さ

晩ば
ん

寒さ
む

い
日ひ

が
続つ

づ

き
ま
す
。
そ
し
て
、

世よ

の
中な

か

の
動う

ご

き
ま
で
こ
の
気き

候こ
う

に
合あ

わ
せ
た
様よ

う

に
と
言い

う

か
、
あ
ま
り
ぱ
っ
と
し
な
い

寒さ
む

々ざ
む

の
日ひ

び々

が
つ
づ
き
ま
す
。

　

そ
の
中な

か

で
、
ず
っ
と
後う

し
ろ
の

方ほ
う

を
走は

し
っ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
が

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど

の
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
抜ぬ

き
さ

り
、「
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
の

大た
い

国こ
く

に
次つ

い
で
堂ど

う

々ど
う

世せ

界か
い

３

位い

に
進し

ん

出し
ゅ
つだ
」
と
い
う
の
で

す
。

　
「
お
ー
、
久ひ

さ

し
ぶ
り
の
朗ろ

う

報ほ
う

だ
な
、
何な

ん

の
競

き
ょ
う

技ぎ

だ
い
？
」

と
確た

し

か
め
て
み
れ
ば
、
他ほ

か

で

ち
は
多た

分ぶ
ん

そ
れ
を
認に

ん

識し
き

し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
で
す
が
立た

ち

場ば

上じ
ょ
う、
そ
れ
を
公

お
お
や
けに
言い

え
な

い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

先せ
ん

日じ
つ

私わ
た
しの
家い

え

を
訪お

と
ず
れ
た
老ろ

う

ジ
ャ
ル
ジ
ネ
イ
ロ
（
草く

さ

木き

の
手て

入い

れ
を
す
る
人ひ

と

）
が
家か

内な
い

に

言い

っ
て
ま
し
た
。

　
「
わ
し
は
ね
、
偉え

ら

い
人ひ

と

が

言い

っ
て
る
こ
と
な
ど
信し

ん

用よ
う

し
て

な
い
よ
。
コ
ロ
ナ
カ
ゼ
自じ

粛
し
ゅ
く

な
ど
気き

に
せ
ず
こ
う
し
て
働

は
た
ら

い
て
る
よ
。
働は

た
ら
か
な
く
ち
ゃ

干ひ

上あ

が
る
も
の
ね
。
コ
ロ
ナ

カ
ゼ
な
ん
て
か
か
る
時と

き

は
か

か
る
ん
だ
」。
確た

し

か
に
、
彼か

れ

は

マ
ス
ク
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
家か

内な
い

が
言い

い
ま
し

た
。「
で
も
ね
、
ゼ
ー
、
コ
ロ

ナ
カ
ゼ
に
か
か
っ
て
死し

ん
で
る

人ひ
と

も
沢た

く

山さ
ん

い
る
ん
だ
よ
。
気き

を
つ
け
な
く
ち
ゃ
ダ
メ
で
し
ょ

う
」。

　

ゼ
ー
が
応こ

た

え
て
言い

い
ま
す
。

　
「
フ
ン
、
普ふ

段だ
ん

働は
た
らい
て
元げ

ん

気き

で
い
れ
ば
、
病

び
ょ
う

気き

は
う
つ
っ
て

も
死し

に
は
し
な
い
よ
。
暫し

ば
ら
く

し
た
ら
治な

お

る
。
死し

ぬ
の
は
、

も
う
こ
の
世よ

に
あ
ま
り
用よ

う

も

な
く
な
っ
た
バ
ガ
ブ
ン
ド
と

か
老ろ

う

人じ
ん

で
し
ょ
。
世よ

の
中な

か

が

う
ま
く
回ま

わ

る
よ
う
神か

み

様さ
ま

が
そ

う
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
＝

完か
ん

＝
（
ご
感か

ん

想そ
う

歓か
ん

迎げ
い

し
ま

す
ーh

h
ko

m
ag

ata @
gm

ail.com
 

）

（
著ち

ょ

者し
ゃ

注ち
ゅ
う

＝
「
セ
ン
ト
ロ
ン

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｏ
」
主し

ゅ

義ぎ

、

主し
ゅ

張ち
ょ
うと
言い

う
よ
り
、
各か

く

自じ

の

利り

害が
い

に
よ
り
結け

っ

成せ
い

さ
れ
た
政せ

い

党と
う

の
グ
ル
ー
プ
。
下か

院い
ん

の
過か

半は
ん

数す
う

を
占し

め
る
と
さ
れ
、
以い

下か

の
党と

う

な
ど
が
参さ

ん

加か

し
て
い

る
。
Ｐ
Ｐ(

４
０
人に

ん)

、
Ｐ

Ｌ(

３
９
人に

ん)

、
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｕ

Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ(

３
１
人に

ん)

、
Ｓ

Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｅ

(

１
４
人に

ん)

、
Ｐ
Ｔ
Ｂ(

１
２

人に
ん)

、
他ほ

か

に
Ｐ
Ｓ
Ｄ(

３
６

人に
ん)

、
Ｍ
Ｄ
Ｂ(

３
４
人に

ん)

、

Ｄ
Ｅ
Ｍ(

２
８
人に

ん)

等と
う

も
適て

き

時じ

参さ
ん

加か

し
て
い
る
。
中

ち
ゅ
う

道ど
う

、

中ち
ゅ
う

道ど
う

左さ

派は

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

。

ナ
病び

ょ
う

が
拡か

く

大だ
い

し
、
そ
れ
が
経け

い

済ざ
い

を
悪あ

っ

化か

さ

せ
、
日ひ

び々

の
生せ

い

活か
つ

を
更さ

ら

に
苦く

る

し

く
し
て
い
る
の

で
は
、
一い

っ

般ぱ
ん

庶し
ょ

民み
ん

は
た
ま
り
ま

せ
ん
。

　
「
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
、
何な

に

を
し
て

る
ん
だ
！　

コ

ロ
ナ
か
ぜ
を
抑お

さ

え
、
我わ

れ

々わ
れ

の
生せ

い

活か
つ

を
良よ

く
す
る

手て

立だ

て
は
考か

ん
が
え

て
い
る
の
か
」

な
ど
と
不ふ

満ま
ん

の

声こ
え

は
強つ

よ

ま
り
ま

す
。

　

何な
に

か
ど
う

も
す
っ
き
り
し

な
い
こ
の
辺へ

ん

の

と
こ
ろ
、
自じ

分ぶ
ん

な
り
の
対た

い

策さ
く

を

考か
ん
がえ
る
た
め
に

も
、
問も

ん

題だ
い

点て
ん

の

整せ
い

理り

を
し
て
み



　
「
我わ

れ

々わ
れ

は
細さ

い

菌き
ん

培ば
い

養よ
う

皿ざ
ら

の
中な

か

に
い
る
―
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス

は
い
か
に
ク
ル
ー
ズ
船せ

ん

を
破は

壊か
い

し
た
か
？
」
と
、
お
ど
ろ
お
ど

ろ
し
い
タ
イ
ト
ル
で
、
そ
の
記き

事じ

は
始は

じ

ま
っ
て
い
る
。
冒ぼ

う

頭と
う

の

リ
ー
ド
文ぶ

ん

は
こ
う
だ
。

　

日に

本ほ
ん

が
検け

ん

疫え
き

を
課か

す
ま
で
３
日か

以い

上じ
ょ
うも
か
か
っ
た
。
こ

の
遅お

く

れ
と
、
そ
の
他ほ

か

の
失し

っ

策さ
く

に
よ
っ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

以い

外が
い

で
の
最さ

い

大だ
い

の
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

が
引ひ

き
起お

こ
さ
れ
た
。［
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
、

２
０
２
０
、
拙せ

つ

訳や
く

］

　

タ
イ
ト
ル
の
背は

い

景け
い

の
写し

ゃ

真し
ん

は
、
２
月が

つ

２
日か

、
日に

本ほ
ん

へ
の
到と

う

着ち
ゃ
く

前ぜ
ん

夜や

の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
様よ

う

子す

だ
。
恐お

そ

ろ
し
い
ウ
ィ
ル
ス

の
存そ

ん

在ざ
い

を
知し

ら
さ
れ
ず
に
、
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くた
ち
が
ダ
ン
ス
に
興き

ょ
う
じ
て
い

る
。
迫せ

ま

り
く
る
破は

滅め
つ

に
気き

が
つ
か
ず
に
最さ

い

後ご

の
夜よ

る

を
楽た

の

し
む
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くた
ち
。い
か
に
も
ホ
ラ
ー
映え

い

画が

の
一い

ち

場ば

面め
ん

だ
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・

タ
イ
ム
ズ（
以い

下か

Ｎ
Ｙ
Ｔ
）２
月が

つ

２
２
日に

ち

付づ

け
の
記き

事じ

で
あ
る
。

　

記き

事じ

は
長な

が

々な
が

と
、
日に

本ほ
ん

の
「
失し

っ

策さ
く

」
の
た
め
に
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くと
船せ

ん

員い
ん

た
ち
が
「
細さ

い

菌き
ん

培ば
い

養よ
う

皿ざ
ら

」
の
中な

か

で
危き

険け
ん

に
晒さ

ら

さ
れ
た
「
悲ひ

劇げ
き

」
を
詳

し
ょ
う

細さ
い

に
描か

い
て
い
る
が
、
根こ

ん

本ぽ
ん

の
所と

こ
ろの
事じ

実じ
つ

誤ご

認に
ん

が
あ

り
、
そ
れ
が
明あ

き

ら
か
に
な
る
と
、
す
べ
て
が
崩く

ず

れ
て
し
ま
う
内な

い

容よ
う

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号ご

う

の
船せ

ん

籍せ
き

は
英え

い

国こ
く

で

あ
り
、
船せ

ん

上じ
ょ
うは
英え

い

国こ
く

領り
ょ
う

土ど

と
同ど

う

様よ
う

と
い
う
事こ

と

だ
。
し
か
も
、

船ふ
ね

は
ア
メ
リ
カ
企き

業ぎ
ょ
うに
よ
っ
て
運う

ん

営え
い

さ
れ
て
い
る
。
英え

い

国こ
く

籍せ
き

で

ア
メ
リ
カ
企き

業ぎ
ょ
うが
運う

ん

営え
い

す
る
船せ

ん

舶ぱ
く

に
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
勝か

っ

手て

に

検け
ん

疫え
き

を
課か

す
義ぎ

務む

も
権け

ん

限げ
ん

も
な
い
。

　
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
、
こ
の
時じ

期き

に
限か

ぎ

ら
れ
た
医い

療り
ょ
う

人じ
ん

員い
ん

を
割さ

き
、

国こ
く

内な
い

の
対た

い

策さ
く

を
あ
る
程て

い

度ど

、
犠ぎ

牲せ
い

に
し
て
ま
で
検け

ん

疫え
き

を
行

お
こ
な
っ
た

の
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
悪あ

く

罵ば

を
投な

げ
つ
け
ら
れ
、
本ほ

ん

当と
う

の
責せ

き

任に
ん

を
持も

つ
イ
ギ
リ
ス
は
知し

ら
ん
ぷ
り
し
て
い
る
。
船せ

ん

内な
い

の

安あ
ん

全ぜ
ん

管か
ん

理り

の
責せ

き

任に
ん

を
持も

つ
米べ

い

企き

業ぎ
ょ
うも
黙だ

ま
っ
て
い
る
。
善ぜ

ん

意い

の
国く

に

が
バ
カ
を
見み

る
こ
の
不ふ

条じ
ょ
う

理り

さ
は
、
仁じ

ん

義ぎ

な
き
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の

実じ
っ

相そ
う

を
表あ

ら
わし
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くの
安あ

ん

全ぜ
ん

を
守ま

も

る
の
は
ク
ル
ー
ズ
会が

い

社し
ゃ

の
責せ

き

任に
ん

だ
。
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

か
ら
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
声こ

え

が
出で

て

仁じ
ん

義ぎ

な
き
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

、仁じ
ん

義ぎ

あ
る
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

     

～
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号ご

う

を
例れ

い

に

２０20 年
ねん

3 月
がつ

1 日
たち

版
ばん

い
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
、
感か

ん

染せ
ん

が
後の

ち

に
判は

ん

明め
い

し
た
香ほ

ん
こ
ん港
住じ

ゅ
う

民み
ん

の
男だ

ん

性せ
い

が

香ほ
ん
こ
ん港
で
下げ

船せ
ん

し
た
１
月が

つ

２
５
日に

ち

前ぜ
ん

後ご

か
ら
感か

ん

染せ
ん

は
拡か

く

大だ
い

し
て

い
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、「
船せ

ん

籍せ
き

国こ
く

の
英え

い

国こ
く

や
、
米べ

い

国こ
く

の
船ふ

な

会が
い

社し
ゃ

が
も
っ
と
早は

や

く
集

し
ゅ
う

団だ
ん

が
接せ

っ

触し
ょ
くし
な
い
よ
う
な
措そ

置ち

を
取と

る
べ

き
だ
っ
た
」（
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

）と
の
声こ

え

も
上あ

が
っ
て
い
る
。［
ヨ

ミ
ド
ク
タ
ー
］

　

１
月が

つ

２
５
日に

ち

時じ

点て
ん

で
は
ま
だ
感か

ん

染せ
ん

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
２
月が

つ

１
日た

ち

に
は
香ほ

ん
こ
ん港
政せ

い

府ふ

が
下げ

船せ
ん

し
た
男だ

ん

性せ
い

（
８
０
）
か
ら
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うが
確か

く

認に
ん

さ
れ
た

と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
て
い
る
。

　

そ
れ
な
の
に
、
そ
の
翌よ

く

日じ
つ

の
晩ば

ん

に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ま
で
開か

い

催さ
い

し
て
い
る
の
は
、
船ふ

な

会が
い

社し
ゃ

の
安あ

ん

全ぜ
ん

管か
ん

理り

上じ
ょ
うの
意い

識し
き

が
い
か
に

低ひ
く

か
っ
た
か
を
示し

め

し
て
い
る
。
一い

っ

体た
い

、
船せ

ん

長ち
ょ
うは
何な

に

を
し
て
い
た

の
か
？　

あ
る
記き

事じ

で
は
船せ

ん

長ち
ょ
うは
こ
う
書か

か
れ
て
い
る
。

　

軽け
い

快か
い

な
イ
タ
リ
ア
語ご

な
ま
り
の
英え

い

語ご

で
、
気き

の
利き

い
た

ジ
ョ
ー
ク
を
織お

り
交ま

ぜ
つ
つ
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
健け

ん

康こ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
連れ

ん

日じ
つ

伝つ
た

え
、

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

感か
ん

染せ
ん

に
不ふ

安あ
ん

を
募つ

の

ら
せ
る
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くた
ち
を
落お

ち
着つ

か
せ
て
き
た
ク
ル
ー
ズ
船せ

ん「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・

プ
リ
ン
セ
ス
（
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）」

の
ジ
ェ
ナ
ー
ロ
・
ア
ル
マ
（
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｏ　

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ａ
）

船せ
ん

長ち
ょ
うに
、
称

し
ょ
う

賛さ
ん

の
声こ

え

が
上あ

が
っ
て
い
る
。［
Ａ
Ｆ
Ｐ
］

　

乗
じ
ょ
う

客き
ゃ
くを
落お

ち
着つ

か
せ
る
放ほ

う

送そ
う

は
良よ

い
と
し
て
も
、
ク
ル
ー
ズ

船せ
ん

な
ら
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
や
俳は

い

優ゆ
う

も
乗の

っ
て
い
よ
う
か
ら
、
そ
う

い
う
人ひ

と

々び
と

に
任ま

か

せ
て
お
け
ば
良よ

い
仕し

事ご
と

だ
。
船せ

ん

長ち
ょ
うの
本ほ

ん

務む

は

あ
く
ま
で
安あ

ん

全ぜ
ん

な
航こ

う

海か
い

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
事こ

と

で
あ
る
。
そ
の
本ほ

ん

務む

の
失し

っ

敗ぱ
い

を
棚た

な

上あ

げ
し
て
、ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
け
で
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
と
は
、

こ
れ
ま
た
見み

事ご
と

に
本ほ

ん

筋す
じ

の
外は

ず

れ
た
記き

事じ

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
記き

事じ

は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
検け

ん

疫え
き

で
「
不ふ

安あ
ん

を
募つ

の

ら
せ
て
い
る
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
く」
を
支さ

さ

え
る
船せ

ん

長ち
ょ
う、
と
い
う
ひ
っ
く
り
返か

え

っ

た
構こ

う

図ず

を
読ど

く

者し
ゃ

に
与あ

た

え
て
い
る
。
不ふ

安あ
ん

を
か
く
も
増ぞ

う

大だ
い

さ
せ
た

の
は
、
船せ

ん

長ち
ょ
うと
船ふ

な

会が
い

社し
ゃ

な
の
に
。

　

船せ
ん

籍せ
き

国こ
く

で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
は
ど
う
か
？　

国こ
く

連れ
ん

海か
い

洋よ
う

法ほ
う

条
じ
ょ
う

約や
く

で
は
、
公こ

う

海か
い

上じ
ょ
うの
船せ

ん

舶ぱ
く

に
つ
い
て
は
「
旗き

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

」
に
基も

と

づ
き
、
船せ

ん

籍せ
き

が
登と

う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
国く

に

が
排は

い

他た

的て
き

な
管か

ん

轄か
つ

権け
ん

を
持も

つ
。
旗き

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

と
は
国こ

っ

家か

の
領

り
ょ
う

土ど

主し
ゅ

権け
ん

の
効こ

う

果か

が
自じ

国こ
く

船せ
ん

舶ぱ
く

・

自じ

国こ
く

航こ
う

空く
う

機き

内な
い

に
も
及お

よ

ぶ
と
す
る
も
の
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
号ご

う

は
、
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

上じ
ょ
うは
イ
ギ
リ
ス
の
領

り
ょ
う

土ど

と
見み

な
さ

れ
る
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

に
引い

ん

用よ
う

し
た
Ｎ
Ｙ
Ｔ
の
記き

事じ

は
、「
日に

本ほ
ん

が
検け

ん

疫え
き

を

課か

す
ま
で
、
３
日か

以い

上じ
ょ
う

経た

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
が
、
こ
れ

は
２
月が

つ

１
日た

ち

に
香ほ

ん
こ
ん港
政せ

い

府ふ

が
感か

ん

染せ
ん

確か
く

認に
ん

の
発は

っ

表ぴ
ょ
うを
し
て
か
ら
、

３
日か

に
横よ

こ

浜は
ま

港こ
う

に
入

に
ゅ
う

港こ
う

し
た
後あ

と

で
隔か

く

離り

措そ

置ち

を
開か

い

始し

し
た
事こ

と

を
意い

味み

し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
公こ

う

海か
い

上じ
ょ
うで
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
外が

い

国こ
く

船せ
ん

舶ぱ
く

を
検け

ん

疫え
き

を
す
る
責せ

き

任に
ん

も
権け

ん

限げ
ん

も
な
い
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
号ご

う

に
対た

い

し
て
、
横よ

こ

浜は
ま

へ
の
寄き

港こ
う

を
拒き

ょ

否ひ

す
る
事こ

と

も
で
き
た
。

や
や
遅お

く

れ
て
２
月が

つ

１
日た

ち

に
香ほ

ん
こ
ん港
を
出

し
ゅ
っ

港こ
う

し
た
オ
ラ
ン
ダ
船せ

ん

籍せ
き

の
ウ
エ
ス
テ
ル
ダ
ム
号ご

う

は
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
く３
８
人に

ん

の
発は

つ

熱ね
つ

や
咳せ

き

の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが

出で

て
感か

ん

染せ
ん

が
疑う

た
が
わ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
寄き

港こ
う

拒き
ょ

否ひ

さ
れ
、
そ
の

後ご

、
日に

本ほ
ん

、
グ
ア
ム
、
タ
イ
、
韓か

ん

国こ
く

で
も
同ど

う

様よ
う

に
拒き

ょ

否ひ

さ
れ
た
。

　

最さ
い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
入

に
ゅ
う

港こ
う

し
、
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くの
米べ

い

国こ
く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

が
下げ

船せ
ん

し
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
移い

動ど
う

し
た
後あ

と

に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感か

ん

染せ
ん

し
て
い
た
こ
と
を
同ど

う

国こ
く

政せ
い

府ふ

は
公こ

う

表ひ
ょ
うし
て
い
る
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号ご

う

の
寄き

港こ
う

も
同ど

う

様よ
う

に
拒き

ょ

否ひ

で

き
た
の
だ
が
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
敢あ

え
て
受う

け
入い

れ
て
検け

ん

疫え
き

を
行

お
こ
な
っ

た
。
ウ
エ
ス
テ
ル
ダ
ム
号ご

う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

乗じ
ょ
う

客き
ゃ
く５
名め

い

に
対た

い

し
て
、

同ど
う

船せ
ん

に
は
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

乗じ
ょ
う

客き
ゃ
くが
乗の

っ
て
い
た
。
イ

ギ
リ
ス
政せ

い

府ふ

も
ア
メ
リ
カ
船ふ

な

会が
い

社し
ゃ

も
手て

を
出だ

さ
な
い
以い

上じ
ょ
う、
こ

れ
だ
け
の
国こ

く

民み
ん

を
守ま

も

る
に
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

と
し
て
検け

ん

疫え
き

に
乗の

り
出だ

す
し
か
な
い
、
と
判は

ん

断だ
ん

し
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
国こ

く

民み
ん

を
守ま

も

る
と
い
う
政せ

い

府ふ

の
責せ

き

務む

を
果は

た
す
た
め
の

や
む
を
得え

な
い
処し

ょ

置ち

で
あ
っ
た
。（
本ほ

ん

来ら
い

な
ら
、
ウ
エ
ス
テ
ル

ダ
ム
号ご

う

の
５
人に

ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

乗じ
ょ
う

客き
ゃ
くも
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
で
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つす
べ
き
だ
っ
た
の
だ
が
［
橋は

し

下も
と

］。）

　

Ｎ
Ｙ
Ｔ
の
記き

者し
ゃ

は
、
こ
の
点て

ん

を
伏ふ

せ
た
ま
ま
、
全ぜ

ん

責せ
き

任に
ん

を

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
押お

し
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
事じ

実じ
つ

は
英え

い

国こ
く

籍せ
き

な

の
だ
か
ら
、
非ひ

難な
ん

は
そ
の
ま
ま
英え

い

国こ
く

に
向む

か
う
べ
き
な
の
だ
。

正た
だ

し
い
リ
ー
ド
文ぶ

ん

を
書か

く
な
ら
、
こ
う
な
る
だ
ろ
う
。「
３
日か

以い

上じ
ょ
うも
管か

ん

轄か
つ

国こ
く

イ
ギ
リ
ス
が
黙だ

ま

り
を
決き

め
込こ

む
中な

か

で
感か

ん

染せ
ん

は

拡か
く

大だ
い

し
、
や
む
な
く
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くを
救す

く

う
た
め
に
検け

ん

疫え
き

に
乗の

り
出だ

し
た
」

　

２
月が

つ

１
７
日に

ち

の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
英え

い

国こ
く

放ほ
う

送そ
う

協き
ょ
う

会か
い

）
報ほ

う

道ど
う

で
は
、

英え
い

国こ
く

人じ
ん

乗じ
ょ
う

客き
ゃ
くが
「
我わ

れ

々わ
れ

は
忘わ

す

れ
去さ

ら
れ
て
い
る
と
感か

ん

じ
て
い

る
」
と
訴う

っ
た
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
英え

い

国こ
く

政せ
い

府ふ

の
報ほ

う

道ど
う

官か
ん

は
次つ

ぎ

の

よ
う
に
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　
我わ

れ

々わ
れ

は
非ひ

常じ
ょ
うに
困こ

ん

難な
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
置お

か
れ
た
全す

べ

て
の
人ひ

と

々び
と

に

同ど
う

情じ
ょ
うし
て
い
る
。
英え

い

外が
い

務む

省し
ょ
うは
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

号ご
う

上じ
ょ
うの
す
べ
て
の
英え

い

国こ
く

民み
ん

と
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
お
り
、
今こ

ん

後ご

あ

り
得え

る
送そ

う

還か
ん

便び
ん

に
乗の

る
意い

志し

が
あ
る
か
ど
う
か
、
確か

く

認に
ん

し
て

い
る
。［
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
拙せ

つ

訳や
く

］

　
こ
の
声せ

い

明め
い

に
は
、
管か

ん

轄か
つ

国こ
く

と
し
て
の
船ふ

ね

全ぜ
ん

体た
い

を
救す

く

お
う
と
い

う
責せ

き

任に
ん

感か
ん

は
ま
る
で
感か

ん

じ
ら
れ
な
い
。
単た

ん

に
自じ

国こ
く

民み
ん

が
乗

じ
ょ
う

船せ
ん

し
て
い
る
５
０
カ
国こ

く

以い

上じ
ょ
うの
う
ち
の
一い

っ

カ
国こ

く

と
い
う
態た

い

度ど

で
あ

る
。
こ
う
し
た
英え

い

国こ
く

の
態た

い

度ど

に
関か

ん

し
て
、
麻あ

そ

生う

太た

郎ろ
う

財ざ
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
発は

つ

言げ
ん

を
し
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｇ
２
０
で
の
新し

ん

型が
た

肺は
い

炎え
ん

の
話わ

題だ
い

に
つ
い
て
、
麻あ

そ

生う

太た

郎ろ
う

財ざ
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

「
船せ

ん

籍せ
き

は
英え

い

国こ
く

、
船せ

ん

長ち
ょ
うも
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

、
イ
ギ
リ
ス

は
何な

に

一ひ
とつ
発は

つ

言げ
ん

し
て
な
い
。
元も

と

々も
と

責せ
き

任に
ん

は
お
前ま

え

ら
じ
ゃ
な
い
の
っ

て
お
腹な

か

ん
中な

か

で
言い

う
ん
で
す
け
ど
、
一ひ

と

言こ
と

も
言い

わ
な
い
の
が
こ

の
世せ

界か
い

の
常

じ
ょ
う

識し
き

は
こ
れ
な
の
か
ね
と
思お

も

い
な
が
ら
、
日に

本ほ
ん

は
そ

の
対た

い

応お
う

に
追お

わ
れ
て
る
」［
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ　
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ　
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
］

　

管か
ん

轄か
つ

国こ
く

と
し
て
の
責せ

き

任に
ん

を
負お

う
事こ

と

を
恐お

そ

れ
、
ひ
た
す
ら
黙だ

ま

り
を
決き

め
込こ

ん
で
、
舞ぶ

台た
い

の
袖そ

で

に
隠か

く

れ
る
。
こ
れ
が
「
こ
の
世せ

界か
い

の
常

じ
ょ
う

識し
き

」
な
の
で
あ
る
。

　

頬ほ
お

被か
ぶ

り
は
ア
メ
リ
カ
も
同ど

う

様よ
う

だ
。
世せ

界か
い

の
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う

対た
い

策さ
く

で
最も

っ
と
も
権け

ん

威い

の
あ
る
と
見み

な
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ

（
疾し

っ

病ぺ
い

対た
い

策さ
く

セ
ン
タ
ー
）
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
努ど

力り
ょ
くを
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し

つ
つ
も
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
声せ

い

明め
い

を
出だ

し
て
い
る
。

　
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
船せ

ん

上じ
ょ
うで
検け

ん

疫え
き

対た
い

策さ
く

を
遂す

い

行こ
う

す

る
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
格か

く

別べ
つ

の
努ど

力り
ょ
くを
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
。
そ
の
検け

ん

疫え
き

は
潜せ

ん

在ざ
い

的て
き

に
は
伝で

ん

染せ
ん

を
遅お

く

ら
せ
て
公こ

う

衆し
ゅ
う

衛え
い

生せ
い

上じ
ょ
う、
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
貢こ

う

献け
ん

を

し
た
が
、
船せ

ん

上じ
ょ
うの
人ひ

と

か
ら
人ひ

と
へ
の
伝で

ん

染せ
ん

を
防ふ

せ

ぐ
に
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
は

な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
評

ひ
ょ
う

価か

で
あ
る
。［
Ｃ
Ｄ
Ｃ
、

拙せ
つ

訳や
く

］

　

さ
す
が
に
専せ

ん

門も
ん

機き

関か
ん

だ
け
に
、
Ｎ
Ｙ
Ｔ
の
よ
う

な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
悪あ

く

罵ば

は
投な

げ
つ
け
て
い
な

い
が
、
い
か
に
も
上う

え

か
ら
目め

線せ
ん

の
、
他た

人に
ん

事ご
と

の
よ
う

な
口く

調ち
ょ
うで
あ
る
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
企き

業ぎ
ょ
うの
運う

ん

営え
い

す
る
船ふ

ね

な
の
だ
か
ら
、
日ひ

頃ご
ろ

の
防ぼ

う

疫え
き

上じ
ょ
うの
危き

機き

管か
ん

理り

を
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
も
っ
と
監か

ん

督と
く

す
べ
き
だ
っ
た
と
反は

ん

省せ
い

す
る
な
り
、

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
や
り
方か

た

に
不ふ

備び

が
あ
る
な
ら
専せ

ん

門も
ん

機き

関か
ん

と
し
て

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

管か
ん

轄か
つ

国こ
く

イ
ギ
リ
ス
も
ア
メ
リ
カ
の
船ふ

な

会が
い

社し
ゃ

も
頬ほ

お

被か
む

り
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ス
は
日に

本ほ
ん

叩た
た

き
。
こ
の
仁じ

ん

義ぎ

な
き
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
の
戦た

た
か

い
方か

た

は
―
―

具ぐ

体た
い

的て
き

な
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
が
筋す

じ

だ
ろ
う
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報ほ

う

道ど
う

で
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

と
米べ

い

国こ
く

と
の
間あ

い
だで
以い

下か

の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
、
当と

う

初し
ょ

、
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

乗じ
ょ
う

客き
ゃ
くの
早そ

う

期き

下げ

船せ
ん

と

帰き

国こ
く

を
提て

い

案あ
ん

し
た
の
に
対た

い

し
、
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
日に

本ほ
ん

側が
わ

の

対た
い

応お
う

に
謝し

ゃ

意い

を
示し

め

し
た
う
え
で
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
＝
疾し

っ

病ぺ
い

対た
い

策さ
く

セ
ン

タ
ー
な
ど
と
議ぎ

論ろ
ん

し
た
結け

っ

果か

、「
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くを
下げ

船せ
ん

さ
せ
、
横よ

こ

田た

基き

地ち

な
ど
に
移い

動ど
う

さ
せ
れ
ば
、
感か

ん

染せ
ん

リ
ス
ク
が
高た

か

ま
る
こ
と
が

予よ

想そ
う

さ
れ
る
。
船ふ

ね

は
衛え

い

生せ
い

管か
ん

理り

が
き
ち
ん
と
行お

こ
なわ
れ
て
お
り
、

船せ
ん

内な
い

に
と
ど
め
て
ほ
し
い
」
と
要よ

う

請せ
い

し
て
い
た
。［
Ｎ
Ｈ
Ｋ
］

　

何な
ん

の
事こ

と

は
な
い
。
船せ

ん

上じ
ょ
うで
１
４
日か

間か
ん

留と
ど

め
置お

く
案あ

ん

は
、
Ｃ

Ｄ
Ｃ
の
意い

向こ
う

だ
っ
た
の
だ
。
結け

っ

局き
ょ
く、
こ
の
要よ

う

請せ
い

を
し
た
ア
メ
リ

カ
も
表

お
も
て

舞ぶ

台た
い

に
は
立た

た
ず
に
、
日に

本ほ
ん

だ
け
が
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

を
さ
せ
ら
れ
、
一い

っ

身し
ん

に
非ひ

難な
ん

を
浴あ

び
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
船せ

ん

内な
い

に
と
ど
め
て
ほ
し
い
」
と
頼た

の

む
と
き
は
「
船ふ

ね

は
衛え

い

生せ
い

管か
ん

理り

が
き
ち
ん
と
行お

こ
なわ
れ
て
お
り
」
と
持も

ち
上あ

げ
、
世せ

界か
い
へ
の
発は

っ

信し
ん

で
は
「
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

だ
っ
た
」
と
こ
き
お
ろ
す
。

　
こ
う
し
て
見み

る
と
、
日に

本ほ
ん

の
善ぜ

ん

意い

の
行こ

う

動ど
う

が
、
い
か
に
「
こ

の
世せ

界か
い

の
常

じ
ょ
う

識し
き

」
か
ら
（
良よ

い
方ほ

う

向こ
う

に
）
外は

ず

れ
た
も
の
だ
っ
た

か
が
分わ

か
る
。
イ
ギ
リ
ス
も
ア
メ
リ
カ
も
頬ほ

お

被か
ぶ

り
し
て
、
危き

険け
ん

で
厄や

っ

介か
い

な
仕し

事ご
と

を
日に

本ほ
ん

に
押お

し
つ
け
た
。
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

と
は
、

各か
っ

国こ
く

が
自じ

国こ
く

の
国こ

く

益え
き

を
守ま

も

る
た
め
に
、
時と

き

に
は
仁じ

ん

義ぎ

を
無む

視し

し
て
振ふ

る
舞ま

っ
て
い
る
世せ

界か
い

な
の
で
あ
る
。

　

国こ
く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
の
国こ

く

益え
き

追つ
い

求き
ゅ
うの
ゲ
ー
ム
に
、
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

な
役や

く

割わ
り

を
果は

た
し
て
い
る
の
が
、
冒ぼ

う

頭と
う

に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
Ｎ
Ｙ
Ｔ
の
よ
う

な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
こ
の
記き

事じ

の
執し

っ

筆ぴ
つ

者し
ゃ

を
調し

ら

べ
る
と
、

記き

事じ

で
船せ

ん

籍せ
き

国こ
く

を
伏ふ

せ
て
い
る
の
は
単た

ん

純じ
ゅ
んな
無む

知ち

か
ら
で
は
な

く
、
意い

図と

的て
き

な
反は

ん

日に
ち

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
か
も
知し

れ
な
い
、
と
い
う

疑う
た
がい
が
湧わ

い
て
く
る
。

　

記き

者し
ゃ

の
名な

は
＂
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ　

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
＂
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
母は

は

親お
や

を
持も

つ
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

の
よ
う
だ
。
肩か

た

書が

き
は
同ど

う

紙し

の
東と

う

京き
ょ
う

支し

局き
ょ
く

長ち
ょ
う。
Ｎ
Ｙ
Ｔ
の
東と

う

京き
ょ
う

支し

局き
ょ
くは
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

内な
い

に
あ

る
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
怪あ

や

し
げ
だ
。
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

が

提て
い

供き
ょ
うし
た
反は

ん

日に
ち

ネ
タ
を
Ｎ
Ｙ
Ｔ
が
記き

事じ

に
す
れ
ば
、「
ア
メ
リ

カ
で
も
批ひ

判は
ん

の
声こ

え

が
あ
が
っ
て
い
る
」
と
巧た

く

み
な
手て

口ぐ
ち

が
即そ

く

座ざ

に
で
き
る
体た

い

制せ
い

に
な
っ
て
い
る
。

　

過か

去こ

を
調し

ら

べ
て
み
る
と
、
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ　

Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｈ
氏し

は
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

記き

者し
ゃ

ら
と
共

き
ょ
う

同ど
う

で
、
昨さ

っ

今こ
ん

の
日に

っ

韓か
ん

の
確か

く

執し
つ

の

原げ
ん

因い
ん

が
「
強

き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

と
性せ

い

奴ど

隷れ
い

」
に
あ
る
、
な
ど
と
書か

い
て
い

る
点て

ん

か
ら
も
、そ
の
事じ

実じ
つ

を
無む

視し

し
た
強

き
ょ
う

弁べ
ん

ぶ
り
は
明あ

き

ら
か
だ
。

［
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
、
２
０
１
９
］

　

今こ
ん

回か
い

の
記き

事じ

で
船せ

ん

籍せ
き

国こ
く

を
明あ

き

ら
か
に
し
て
し
ま
え
ば
、
日に

本ほ
ん

叩だ
た

き
の
構こ

う

図ず

が
崩ほ

う

壊か
い

し
て
し
ま
う
。
ち
ょ
う
ど
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

的て
き

慰い

安あ
ん

婦ふ

で
あ
っ
た
事じ

実じ
つ

が
「
性せ

い

奴ど

隷れ
い

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ぶ
ち
壊こ

わ

し
て
し
ま
う
よ
う
に
。
国こ

く

益え
き

を
か
け
た「
仁じ

ん

義ぎ

な
き
戦た

た
かい
」は
、

主お
も

に
こ
う
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦せ

ん

で
行お

こ
なわ
れ
る
。

１
．
善ぜ

ん

意い

の
国く

に

が
馬ば

鹿か

を
見み

る

　
　
「
仁じ

ん

義ぎ

な
き
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

」

２
．
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

が

　
　

報ほ
う

告こ
く

さ
れ
て
い
る
の
に

　
　

ダ
ン
ス
パ
ー
ティ
？

　

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
飛と

び
交か

う
仁じ

ん

義ぎ

な
き
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
、
我わ

が
国く

に

の
戦た

た
かい
方か

た

も
も
う
一ひ

と

工く

夫ふ
う

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

か
ら
「
船せ

ん

内な
い

に
と
ど
め
て
ほ
し
い
」
と
依い

頼ら
い

を
受う

け
た
事じ

実じ
つ

が
後あ

と

か
ら
明あ

き

ら
か
に
な
っ
た
り
、
麻あ

そ

生う

副ふ
く

総そ
う

理り

が
「
元も

と

々も
と

責せ
き

任に
ん

は
お
前ま

え

ら
じ
ゃ
な
い
の
」
と
後あ

と

で
こ
ぼ
し
て
も
、
も
は
や
負ま

け
犬い

ぬ

の
遠と

お

吠ぼ

え
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
頬ほ

お

被か
ぶ

り
や
、

Ｎ
Ｙ
Ｔ
の
明あ

き

ら
か
な
誤ご

報ほ
う

記き

事じ

の
余よ

地ち

を
与あ

た

え
な
い
よ
う
な

戦た
た
かい
方か

た

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。

　
た
と
え
ば
、
日に

本ほ
ん

が
検け

ん

疫え
き

を
す
る
の
は
良よ

い
と
し
て
も
、
そ

れ
を
始は

じ

め
る
前ま

え

に
、
英え

い

米べ
い

の
大た

い

使し

を
呼よ

ん
で
３
カ
国こ

く

合ご
う

同ど
う

の

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

を
開ひ

ら

く
。
そ
の
場ば

で
、
英え

い

米べ
い

両り
ょ
う

国こ
く

の
「
依い

頼ら
い

」
に

応こ
た

え
て
日に

本ほ
ん

が
検け

ん

疫え
き

に
乗の

り
出だ

す
、
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
日に

本ほ
ん

は
検け

ん

疫え
き

を
実じ

っ

施し

す
る
義ぎ

務む

も
権け

ん

限げ
ん

も
な
い
が
、
管か

ん

轄か
つ

国こ
く

の
英え

い

国こ
く

と
、
船ふ

な

会が
い

社し
ゃ

を
持も

つ
ア
メ
リ
カ
の
両

り
ょ
う

国こ
く

の
依い

頼ら
い

に

応こ
た

え
て
、「
善ぜ

ん

意い

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く」
を
行お

こ
な
う
と
い
う
立た

ち

場ば

を
国こ

く

際さ
い

的て
き

に

明あ
き

ら
か
に
す
る
。

　

そ
の
上う

え

で
、
世せ

界か
い

で
最も

っ
と

も
権け

ん

威い

の
あ
る
米べ

い

国こ
く

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の

「
助じ

ょ

言げ
ん

」
に
従

し
た
が
っ
て
船せ

ん

内な
い

で
１
４
日に

ち

間か
ん

の
隔か

く

離り

を
行お

こ
な
う
が
、
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くの
引ひ

き
取と

り
を
希き

望ぼ
う

す
る
国く

に

が
あ
れ
ば
船ふ

ね

な
り
チ
ャ
ー
タ
ー

機き

を
派は

遣け
ん

し
て
欲ほ

し
い
、
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くの
移い

動ど
う

に
関か

ん

し
て
は
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
最さ

い

大だ
い

限げ
ん

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
行お

こ
な
う
、
と
表

ひ
ょ
う

明め
い

す
る
。

　
こ
う
す
る
事こ

と

に
よ
っ
て
、
同お

な

じ
検け

ん

疫え
き

を
す
る
に
し
て
も
、
日に

本ほ
ん

の
善ぜ

ん

意い

を
世せ

界か
い

に
明あ

き

ら
か
に
し
、
英え

い

米べ
い

の
み
な
ら
ず
他た

国こ
く

に
対た

い

し
て
も
、
道ど

う

徳と
く

的て
き

な
高た

か

み
に
立た

つ
こ
と
が
で
き
る
。
船せ

ん

内な
い

に
閉と

じ
込こ

め
ら
れ
て
い
た
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くの
不ふ

平へ
い

も
、
自じ

国こ
く

政せ
い

府ふ

に
向む

か

う
。
Ｎ
Ｙ
Ｔ
の
よ
う
な
事じ

実じ
つ

に
悖も

と

る
批ひ

判は
ん

記き

事じ

も
出で

る
余よ

地ち

は
な
く
な
る
。

　
こ
の
案あ

ん

は
一い

ち

例れ
い

に
過す

ぎ
な
い
が
、
仁じ

ん

義ぎ

な
き
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で

国く
に

の
名め

い

誉よ

と
国こ

く

益え
き

を
守ま

も

っ
て
い
く
に
は
、
こ
の
よ
う
に
日に

本ほ
ん

の

仁じ
ん

義ぎ

を
世せ

界か
い

に
見み

え
る
よ
う
に
す
る
「
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

」
が
欠か

か

せ
な
い
。
こ
の
意い

味み

で
は
、
平へ

い

成せ
い

２
７
（
２
０
１
５
）
年ね

ん

の

日に
っ

韓か
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

合ご
う

意い

で
、
両

り
ょ
う

国こ
く

外が
い

相し
ょ
うが
握あ

く

手し
ゅ

す
る
姿す

が
た
が
テ
レ
ビ

放ほ
う

映え
い

さ
れ
た
の
は
良よ

い
前ぜ

ん

例れ
い

で
あ
る
。
こ
の
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
、

以い

後ご

の
韓か

ん

国こ
く

側が
わ

の
合ご

う

意い

蒸む

し
返か

え

し
の
試こ

こ
ろ
み
が
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くを
欠か

い

た
も
の
と
な
っ
た
。

　

広こ
う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

と
し
て
は
韓か

ん

国こ
く

の
「
強

き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

と
性せ

い

奴ど

隷れ
い

」
な

ど
の
反は

ん

日に
ち

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
大だ

い

先せ
ん

輩ぱ
い

だ
が
、
虚き

ょ

偽ぎ

を
振ふ

り
ま
く

「
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

」
と
、
仁じ

ん

義ぎ

に
基も

と

づ
く
「
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

」
は
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

に
異こ

と

な
る
点て

ん

に
留

り
ゅ
う

意い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

嘘う
そ

に
基も

と

づ
い
た
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

は
、
い
つ
か
嘘う

そ

が
ば
れ
て
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
の
信し

ん

頼ら
い

を
失

う
し
な
っ
て
し
ま
う
。
仁じ

ん

義ぎ

に
基も

と

づ
い
た
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

は
誠せ

い

実じ
つ

な
実じ

っ

行こ
う

を
伴と

も
な
う
だ
け
に
、
心こ

こ
ろ
あ
る
人ひ

と

々び
と

、
国く

に

々ぐ
に

を
味み

方か
た

に
つ
け
、
さ
ら
に
諸し

ょ

国こ
く

民み
ん

を
啓け

い

蒙も
う

す
る
効こ

う

果か

も
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
仁じ

ん

義ぎ

あ
る
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

は
日に

本ほ
ん

の
た
め
だ
け
で

な
く
、
世せ

界か
い

の
た
め
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
「
和わ

の
国く

に

」
の
目め

指ざ

す
べ
き
外が

い

交こ
う

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
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伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
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）
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Ｇ
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４
５
７
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外が
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の
極ご

く
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は
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あ
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誠せ
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に
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と

づ
く
気き

骨こ
つ

あ
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外が
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交こ
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が
、
国こ

っ

家か

の
品ひ

ん

格か
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を
も
た
ら
す　
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メ
デ
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争そ
う　

彼か
れ
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は
卓た
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し
た
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ょ
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を
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お
前ま

え
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じ
ゃ
な
い
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」

５
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も

        

表お
も
て

舞ぶ

台た
い

に
は
立た

た
ず

７
．
仁じ

ん

義ぎ

に
基も

と

づ
い
た
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

は

　
　

世せ

界か
い

の
た
め
に
も
な
る

６
．
ア
メ
リ
カ
の
「
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

」

（４）２０２０年 第５４９２号	 ５月	２３日	（土曜日）



メ
ニ
ュ
ー
充じ

ゅ
う

実じ
つ

、
選よ

り
取ど

り
見み

取ど

り

自じ

宅た
く

で
も
出で

前ま
え

で
本ほ

ん

格か
く

的て
き

日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

を
！

甚
じん

六
ろく

　どんぶりものメ

ニュー表
ひょう

（上
うえ

）、甚
じん

六
ろく

弁
べん

当
とう

（下
した

）と広
こう

告
こく

（左
ひだり

）

（５） ２０２０年第５４９２号 	 ５月	２３日	（土曜日）

一い
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舎し
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た
ん
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ん
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リ
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）
と
デ

リ
バ
リ
ー
広こ

う

告こ
く

（
下し

た

）

外
がい

出
しゅつ

自
じ

粛
しゅく

中
ちゅう

ニ
ッ
ケ
イ
パ
レ
セ
レ
ス
ト
ラ
ン　

新し
ん

広こ
う

告こ
く

ラーメン和
かず

　全
ぜん

商
しょう

品
ひん

をｉＦｏｏｄで提
てい

供
きょう

中
ちゅう

　

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

が
２
カ
月げ

つ

も
続つ

づ

く
中な

か

、
そ
ろ
そ
ろ
外が

い

食し
ょ
くの

味あ
じ

が
恋こ

い

し
く
な
っ
て
き

た
頃こ

ろ

で
は
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
日に

っ

系け
い

レ
ス
ト
ラ
ン
も
ヴ
ィ

ア
ー
ジ
（
持も

ち
帰か

え

り
）
の
メ

ニ
ュ
ー
を
増ふ

や
す
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
工く

夫ふ
う

が
目め

立だ

っ
て

き
た
。
主お

も

な
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

店て
ん

の

持も

ち
帰か

え

り
サ
ー
ビ
ス
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

（
１
）
居い

酒ざ
か

屋や

「
一い

っ

茶さ

」
は

２
５
日に

ち

か
ら
、
い
よ
い
よ
幕ま

く

の
内う

ち

弁べ
ん

当と
う

を
開か

い

始し

（
３
８
レ

の
宅た

く

配は
い

ラ
ー
メ
ン
は
、
麺め

ん

が

伸の

び
な
い
よ
う
ス
ー
プ
は
専せ

ん

用よ
う

カ
ッ
プ
に
入い

れ
、
麺め

ん

と
分わ

け
て
配は

い

達た
つ

し
て
い
る
。
お
店み

せ

で
食た

べ
る
の
と
変か

わ
ら
な
い

味あ
じ

が
楽た

の

し
め
る
。

【
一い

っ

幸こ
う

舎し
ゃ

】
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
＝

１
１
・
９
３
３
７
０
・
１
２ 

０
４
、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
ua Tho-

m
az G

onzaga, 4
5

-E

）

（
３
）「
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ
セ
・
レ

ス
ト
ラ
ン
」
は
、
焼や

き
飯め

し

と

焼や

き
そ
ば
大だ

い

が
１
４
・
９
０

レ
ア
ル
、
小し

ょ
う

９
・
９
０
レ
ア

ル
で
提て

い

供き
ょ
う

中ち
ゅ
う。

麻ま
ー

婆ぼ
ー

豆ど
う

腐ふ

、

餃ぎ
ょ
う

子ざ

、
弁べ

ん

当と
う

（
２
９
・
９
０

レ
ア
ル
）、
寿す

司し

の
舟ふ

な

盛も

り

（
５
２
個こ

、
１
２
０
レ
ア
ル
）

ア
ル
）
す
る
。
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
「
お

弁べ
ん

当と
う

」
に
も
お
好こ

の

み
焼や

き
と

カ
ツ
丼ど

ん

が
追つ

い

加か

さ
れ
、
焼や

き

魚ざ
か
な

弁べ
ん

当と
う

、
焼や

き
う
ど
ん
、

生し
ょ
う

姜が

焼や

き
、
カ
ツ
カ
レ
ー
な

ど
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

の
メ
ニ
ュ
ー
が
楽た

の

し

め
て
、
全す

べ

て
３
５
レ
ア
ル
。

店て
ん

頭と
う

で
手て

渡わ
た

し
の
ほ
か
、
購こ

う

入に
ゅ
う

者し
ゃ

の
代か

わ
り
に
バ
イ
ク
便び

ん

が
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
取と

り
に
来く

る
Ｒ
ａ

ｐ
ｐ
ｉ
も
受う

け
付つ

け
中ち

ゅ
う。

【
一い

っ

茶さ

】
電で

ん

話わ

＝
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
１
１
・
３
２
０
８
・
８
８ 

１
９
、１
１
・
９
７
６
７
７
・ 

４
９
１
０
、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
u

a 
B

a
ra

o d
e Ig

u
a

p
e, 

8
9

, Liberdade

）

（
２
）
博は

か

多た

豚と
ん

骨こ
つ

「
一い

っ

幸こ
う

舎し
ゃ

」

も
。
４
種し

ゅ

類る
い

の
ミ
ニ
ケ
ー
キ

も
販は

ん

売ば
い

中ち
ゅ
う。

【
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ
セ
】
電で

ん

話わ=

１
１
・
３
２
０
７
・
８ 

５
１
１
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ

１
１
・
３
５
４
０
・
０
６
９ 

８
、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
u

a G
al-

v
a

o
 B

u
e

n
o

, 4
2

5
, 

Liberdade

）

（
４
）「
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

」
は
各か

く

弁べ
ん

当と
う

に
サ
ラ
ダ
、
お
か
ず
、
味み

噌そ

汁し
る

付つ

き
。
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
日に

本ほ
ん

式し
き

弁べ
ん

当と
う

だ
。
メ
ニ
ュ
ー
も
多た

彩さ
い

で
、
ほ
と
ん
ど
が
４
０
レ

ア
ル
。

【
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

】
電で

ん

話わ=

１ 

１
・
３
２
０
７
・
８
５
６ 

９
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
１
１
・ 

９
９
９
８
０
・
９
１
１
２
、

住じ
ゅ
う

所し
ょR

u
a Sao jo

a-
q

u
im

, 3
9

4
, L

ib
er-

dade

（
５
）居い

酒ざ
か

屋や

「
か
ぶ
ら
」も
、

揚あ

げ
鶏ど

り

の
味み

噌そ

ダ
レ
か
ら
鮭さ

け

マ
ヨ
丼ど

ん

ま
で
色い

ろ

と
り
ど
り
の

和わ

風ふ
う

弁べ
ん

当と
う

を
提て

い

供き
ょ
う

中ち
ゅ
う。

【
か
ぶ
ら
】
電で

ん

話わ=

１
１
・ 

３
２
７
７
・２
９
１
８
、
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
１
１
・
９
４
２
３ 

０
・４
７
１
５
、住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
ua 

G
alvao B

ueno, 3
4

6
, 

Liberdade

）

（
６
）
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

「
甚じ

ん

六ろ
く

」
は
、
定て

い

食し
ょ
くを

中
ち
ゅ
う

心し
ん

に

５
０
種し

ゅ

類る
い

以い

上じ
ょ
う

販は
ん

売ば
い

し
て
い

る
。
豚ぶ

た

キ
ム
チ
定て

い

食し
ょ
くや

イ
カ

の
照て

り
焼や

き
丼ど

ん

な
ど
提て

い

供
き
ょ
う

中ち
ゅ
う。

配は
い

達た
つ

な
し
、
店て

ん

頭と
う

手て

渡わ
た

し
の
み
。

【
甚じ

ん

六ろ
く

】
電で

ん
 
わ話

＝
１
１
・
３ 

２
０
７
・
８
０
７
８
、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
u

a T
o

m
az G

o
n

-
zag

a, 1
1

0
, L

ib
er-

dade

）

（
７
）「
お
も
い
で
酒さ

か

場ば

」
は
、

各か
く

メ
イ
ン
の
お
か
ず
を
選え

ら

ぶ

こ
と
が
で
き
る
弁べ

ん

当と
う

や
マ
グ

ロ
の
南な

ん

蛮ば
ん

漬づ

け
な
ど
の
一い

っ

品ぴ
ん

も
の
を
提て

い

供き
ょ
う

中ち
ゅ
う。

【
お
も
い
で
酒さ

か

場ば

】
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
４
５
９
・
３
２ 

９
２
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
１
１ 

・
９
５
６
７
４
・１
３
５
２
、

住じ
ゅ
う

所し
ょ(R

u
a L

u
is 

G
ois,1

5
7

4
)

（
８
）「
ラ
ー
メ
ン
和か

ず

」
は
全す

べ

て
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
ス
マ
ホ

の
ア
プ
リ
ｉ
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
で
提て

い

供き
ょ
うし

て
い
る
。
日ひ

替が

わ
り
で

特と
く

別べ
つ

価か

格か
く

商し
ょ
う

品ひ
ん

が
あ
る
と

の
こ
と
。

　

各か
く

店て
ん

舗ぽ

に
よ
っ
て
特と

く

色し
ょ
くが

あ
る
の
で
、
順

じ
ゅ
ん

繰ぐ

り
に
ク
ア

レ
ン
テ
ー
ナ
期き

間か
ん

に
ご
賞

し
ょ
う

味み

あ
れ
。

一
いっ

茶
さ

　メニューの一
いち

覧
らん

と連
れん

絡
らく

先
さき

（右
みぎ

）、

お好
この

み焼
や

き（上
うえ

）と幕
まく

の内
うち

弁
べん

当
とう

（下
した

）

か
ぶ
ら　

デ
リ
バ
リ
ー
弁べ

ん

当と
う

（
上う

え

）
、
味み

噌そ

ダ
レ
揚あ

げ
鶏ど

り

弁べ
ん

当と
う

（
右み

ぎ

）
と
デ
リ
バ
リ
ー
広こ

う

告こ
く

喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く　

ミ
ッ
ク
ス
フ
ラ
イ
弁べ

ん

当と
う

（
左

ひ
だ
り

上う
え

）
、
焼や

き
肉に

く

弁べ
ん

当と
う

（
左

ひ
だ
り

下し
た

）
と
デ
リ
バ
リ
ー

広こ
う

告こ
く

（
右み

ぎ

）

思お
も

い
出で

酒さ
か

場ば　

マ
グ
ロ
の
南な

ん

蛮ば
ん

漬づ

け
５
０
レ
ア
ル
（
右み

ぎ

）

と
デ
リ
バ
リ
ー
説せ

つ

明め
い

（
下し

た

）



　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
国
内
外

で
進
ん
で
い
る
の
を
受
け
て
、
政
府
は
２
２
日
、
企
業
が
ワ
ク
チ
ン
を
大
規
模
に
生

産
す
る
体
制
を
整
え
る
た
め
の
費
用
を
補
助
す
る
仕
組
み
を
作
る
方
針
を
決
め
た
。

多
大
な
費
用
が
か
か
る
製
造
設
備
へ
の
投
資
を
政
府
が
早
い
段
階
か
ら
支
援
す
る
こ

と
で
、
ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
た
際
に
素
早
く
大
量
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
が
狙
い
。
企
業
の
開
発
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
予
算
規
模
を
検
討
す
る
。

よ
り
立
て
直
し
を
図
り
た
い

考
え
で
、
国
内
拠
点
の
再
編

も
検
討
。
雇
用
面
へ
の
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
深
刻
化
し

て
き
た
実
態
が
鮮
明
に
な
っ

た
。

　

経
営
危
機
に
陥
っ
た

１
９
９
９
年
に
、
最
高
執
行

責
任
者
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
だ
っ
た

前
会
長
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー

　
【
共
同
】
日
産
自
動
車
が
、

採
算
が
悪
化
し
て
い
る
欧
州

や
新
興
国
を
中
心
に
世
界
で

２
万
人
を
超
え
る
人
員
削
減

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と

が
２
２
日
、
分
か
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
う
需
要
減
少
で

経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
生
産
体
制
の
縮
小
に

ン
被
告
が
発
表
し
た
経
営
再

建
計
画
「
日
産
リ
バ
イ
バ
ル

プ
ラ
ン
」
以
来
の
大
規
模
な

人
員
削
減
と
な
る
。
自
動
車

業
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん

延
で
、
世
界
規
模
で
の
生
産

停
止
が
相
次
ぐ
。
日
産
は
以

前
か
ら
主
力
の
米
国
市
場
な

ど
の
販
売
不
振
が
続
い
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
で
苦
境
が
深

ま
っ
て
い
る
。

　

日
産
は
昨
年
７
月
、

２
０
２
２
年
度
ま
で
に

国
内
拠
点
再
編
も
検
討

日
産
、世
界
２
万
人
削
減
視
野

ワクチン量産体制を整備へ

と
み
て
い
る
専
門
家
が
多

い
。
開
発
が
う
ま
く
い
っ

て
大
量
に
生
産
で
き
て
も

国
民
に
広
く
供
給
さ
れ
る

に
は
さ
ら
に
半
年
〜
１
年

程
度
か
か
る
と
み
ら
れ
、
ど

ん
な
人
か
ら
優
先
的
に
接

種
す
る
の
か
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
【
共
同
】
政
府
は
２
２
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
中
に
、
新
聞
記
者
ら

と
賭
け

マ

ー

ジ
ャ
ン

を
し
て

い
た
東

京
高
検

の
黒
川

弘

務

検
事
長

（
６
３
）

の
辞
職

を
閣
議

で
承
認

し
た
。

天
皇
が

裁

可

し
て
正

式
に
認
め
ら
れ
る
。
黒
川

氏
は
２
１
日
、
訓
告
処
分

を
受
け
、
辞
表
を
提
出
し

て
い
た
。
後
任
は
、
名
古

屋
高
検
の
林
真
琴
検
事
長

（
６
２
）
が
有
力
と
な
っ
て

い
る
。

　

森
雅
子
法
相
は
２
１
日

夜
、
安
倍
晋
三
首
相
に
進
退

伺
を
提
出
。
首
相
は
「
検
察

の
損
な
わ
れ
た
信
頼
を
回
復

す
る
た
め
に
、
引
き
続
き

職
務
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た

ピ
ー
ル
す
る
思
惑
だ
が
、
経

済
や
外
交
の
正
常
化
に
向
け
、

厳
し
い
試
練
に
直
面
し
た
。

　

全
人
代
で
審
議
す
る

２
０
年
予
算
案
で
は
、
前

年
比
６
・
６
％
増
の
約

１
兆
２
６
８
０
億
元
（
約

１
９
兆
１
７
０
０
億
円
）
の

国
防
費
を
計
上
。
１
９
年
予

算
案
の
同
７
・
５
％
増
と
比

べ
伸
び
率
が
縮
小
し
た
が
、

南
シ
ナ
海
や
台
湾
問
題
を
巡

り
米
国
と
の
攻
防
が
激
し
く

な
る
中
、
軍
拡
は
継
続
す
る
。

　

李
氏
は
習
指
導
部
の
指

導
下
で
「
感
染

症
対
策
は
大
き

な
戦
略
的
成
果

を
収
め
た
」
と

強
調
。
一
方

で
新
型
コ
ロ
ナ

は
「
終
息
し
て

い
な
い
」
と
厳

し
い
認
識
も
示

し
た
。「
国
際

協
力
を
積
極
的

に
行
い
、
速
や

か
に
感
染
症
情

代
＝
国
会
）
第
３
回
会
議
が

２
２
日
、北
京
で
開
幕
し
た
。

李
克
強
首
相
は
政
府
活
動

報
告
で
、
２
０
２
０
年
の
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
成

長
率
目
標
を
設
定
し
な
か
っ

た
。
設
定
見
送
り
は
、
経
済

成
長
率
の
目
標
を
公
表
し
始

め
た
１
９
８
８
年
以
降
で
初

め
て
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
経
済

が
大
打
撃
を
受
け
、
今
後
の

目
標
を
示
せ
な
か
っ
た
。

　

習
近
平
指
導
部
は
全
人

代
を
通
じ
て
国
際
社
会
に
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
成
果
を
ア

　
【
北
京
共
同
＝
大
熊
雄
一

郎
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
延
期
さ
れ

て
い
た
中
国
の
第
１
３
期
全

国
人
民
代
表
大
会
（
全
人

　
【
共
同
】
日
銀
は
２
２
日
、

臨
時
の
金
融
政
策
決
定
会

合
を
開
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

り
、
多
く
の
企
業
で
は
日

増
し
に
資
金
繰
り
が
悪
化

し
て
い
る
。
日
銀
は
失
業

や
倒
産
の
増
加
を
防
ぐ
た

め
に
対
応
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
。
臨
時

会
合
は
欧
州
債
務
危
機

へ
の
対
応
を
議
論
す
る
た

め
に
開
い
た
２
０
１
１
年

１
１
月
以
来
８
年
半
ぶ
り
。

　

政
府
の
資
金
繰
り
支
援

策
は
、
中
小
企
業
や
個
人

事
業
主
が
金
融
機
関
か
ら

実
質
無
利
子
・
無
担
保
で

お
金
を
借
り
ら
れ
る
仕
組

み
。
融
資
を
受
け
る
際
、

返
せ
な
く
な
っ
た
時
に
返

済
を
肩
代
わ
り
し
て
も
ら

う
「
信
用
保
証
制
度
」
を

使
う
が
、
借
り
手
が
支
払

世
界
１
４
拠
点
で
計

１
万
２
５
０
０
人
を
削
減
す

る
計
画
を
公
表
し
た
。
さ
ら

に
新
型
コ
ロ
ナ
の
打
撃
を
受

け
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ

い
」
と
慰
留
し
た
。

　

森
氏
は
２
２
日
の
記
者

会
見
で
「（
黒
川
氏
の
定
年

を
延
長
す
る
）
閣
議
請
議

を
提
出
し
た
立
場
で
責
任

を
痛
感
し
て
い
る
。
国
民

に
、
憤
り
、
不
安
を
与
え
た

こ
と
、
検
察
や
行
政
に
対

す
る
信
頼
を
損
ね
た
こ
と

に
お
わ
び
を
申
し
上
げ
る
」

と
謝
罪
。
一
方
で
首
相
に

慰
留
さ
れ
「
非
常
に
つ
ら
い

道
だ
が
、
法
務
行
政
を
停

滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
進
め
、

検
察
の
立
て
直
し
を
し
な

リ
ス
ク
を
考
え
る
と
大
勢
で

の
外
食
や
飲
み
会
は
ま
だ
気

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

打
撃
を
受
け
た
中
小
企
業

や
個
人
事
業
主
へ
の
最
大

約
３
０
兆
円
の
新
た
な
資

金
繰
り
支
援
策
を
６
月
に

導
入
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

政
府
に
よ
る
実
質
無
利
子
・

無
担
保
の
融
資
制
度
を

使
っ
て
中
小
企
業
な
ど
に

融
資
し
た
金
融
機
関
に
日

銀
が
無
利
子
で
お
金
を
貸

す
こ
と
で
、
金
融
機
関
の

融
資
を
後
押
し
す
る
。
６

月
の
定
例
会
合
を
待
た
ず

臨
時
会
合
を
開
き
、
政
府

と
協
調
し
て
危
機
対
応
に

万
全
を
期
す
姿
勢
を
示
す
。

　

外
出
自
粛
や
休
業
に
よ

る
売
り
上
げ
の
急
減
に
家

賃
な
ど
の
支
払
い
が
重
な

報
を
報
告
し
た
」
と
主
張
、

中
国
が
情
報
を
隠
蔽
し
た

と
非
難
す
る
ト
ラ
ン
プ
米

政
権
に
反
論
し
た
。

　

今
年
の
財
政
赤
字
率
を
前

年
よ
り
０・
８
ポ
イ
ン
ト
高

い
３
・
６
％
以
上
と
し
、
イ

ン
フ
ラ
投
資
の
た
め
の
地
方

債
の
発
行
額
を
２
０
年
は

３
兆
７
５
０
０
億
元
に
す

る
と
述
べ
た
。
前
年
か
ら

１
兆
６
千
億
元
の
増
加
と
な

る
。
さ
ら
に
１
兆
元
の
特
別

国
債
と
財
政
赤
字
の
拡
大
分

と
合
わ
せ
た
計
２
兆
元
で
地

方
経
済
を
支
援
。
雇
用
の
安

定
と
国
民
生
活
の
保
障
に
優

先
的
に
取
り
組
む
と
訴
え
た
。

　

香
港
で
国
家
安
全
を
維
持

す
る
た
め
の
法
律
に
関
す
る

議
案
も
提
案
。
李
氏
は「『
台

湾
独
立
』
を
も
く
ろ
む
分
裂

行
動
に
断
固
反
対
し
食
い
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

指
摘
し
、
台
湾
独
立
志
向
の

与
党
、
民
主
進
歩
党
（
民
進

党
）
政
権
を
け
ん
制
し
た
。

　

会
期
は
２
８
日
ま
で
。
期

間
中
に
王
毅
国
務
委
員
兼

外
相
ら
が
記
者
会
見
す
る
。

閉
幕
後
に
李
氏
も
会
見
。

全
人
代
は
例
年
３
月
に
開
か

れ
て
き
た
が
、
今
年
は
延
期

さ
れ
た
。
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世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
公
表
し
た
リ
ス
ト
に

よ
る
と
、
１
１
０
以
上
の
開

発
計
画
が
進
行
中
。
一
部

は
人
に
投
与
し
て
安
全
性

や
有
効
性
を
確
か
め
る
臨

床
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ

ン
開
発
で
先
行
す
る
米
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業

の
モ
デ
ル
ナ
は
１
８
日
、
投

与
し
た
８
人
で
感
染
を
防

ぐ
抗
体
が
血
液
中
に
作
ら

れ
た
と
の
初
期
の
臨
床
試

験
結
果
を
報
告
し
、
７
月
に

よ
り
大
規
模
な
臨
床
試
験

に
移
行
す
る
と
明
ら
か
に

し
た
。
英
製
薬
大
手
ア
ス
ト

ラ
ゼ
ネ
カ
も
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
を
９
月
か
ら
始
め
る

と
発
表
す
る
な
ど
、
開
発
競

争
が
激
し
さ
を
増
す
。
同
社

は
米
政
府
機
関
か
ら
多
額

の
資
金
支
援
を
受
け
た
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
リ
ス
ト
に
よ

る
と
、
国
内
で
は
国
立
感
染

症
研
究
所
や
東
京
大
医
科

学
研
究
所
、
大
阪
大
な
ど

が
６
剤
の
開
発
を
進
め
て

お
り
、
安
倍
晋
三
首
相
は

「
早
け
れ
ば
７
月
に
は
治
験

が
開
始
で
き
る
見
込
み
だ
」

と
述
べ
て
い
る
。

　

政
府
関
係
者
に
よ
る
と
、

国
内
外
で
開
発
中
の
ワ
ク

チ
ン
候
補
か
ら
臨
床
試
験

で
有
効
性
や
安
全
性
が
分

か
っ
て
き
て
実
用
化
が
期

待
で
き
る
も
の
が
出
て
く

れ
ば
、
製
造
販
売
を
担
う

企
業
を
公
募
で
選
び
、
生

産
設
備
を
整
え
る
た
め
の

費
用
な
ど
を
補
助
す
る
。

　

た
だ
、
有
望
な
ワ
ク
チ

ン
が
開
発
さ
れ
る
時
期
に

つ
い
て
は
「
年
を
越
え
る
」

工
場
を
閉
鎖
す
る
ほ
か
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
新
興
国
の
生

産
体
制
縮
小
に
着
手
。
人
員

削
減
の
総
数
は
２
万
人
超
に

積
み
増
す
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

日
産
は
２
８
日
、
２
０
年

３
月
期
決
算
の
発
表
に
併
せ

て
中
期
経
営
計
画
を
公
表
す

る
予
定
。
２
２
年
度
ま
で
に

世
界
の
生
産
能
力
を
約
２
割

削
減
す
る
方
向
だ
が
、
人
員

削
減
や
拠
点
再
編
を
ど
こ
ま

で
盛
り
込
む
か
慎
重
に
判
断

す
る
。

コ
ロ
ナ
需
要
減
で
立
て
直
し

た
。
政
府
が
緊
急
事
態
宣
言

を
発
令
し
た
４
月
か
ら
急
増

し
、
５
月
だ
け
で
全
体
の
７

割
近
い
７
０
６
４
人
を
占
め

る
。
雇
用
情
勢
が
急
速
に
悪

化
し
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　

厚
労
省
は
２
月
か
ら
、
解

雇
や
雇
い
止
め
に
つ
い
て
見

込
み
分
も
含
め
て
都
道
府

県
労
働
局
の
報
告
を
集
計

し
て
い
る
。
月
ご
と
に
見
る

と
、
２
月
が
２
８
２
人
、
３

月
が
８
３
５
人
、
４
月
が

２
６
５
４
人
。
５
月
は
２
０

日
時
点
で
５
７
９
８
人
だ
っ
た

が
、
２
１
日
に
は
７
０
６
４
人

と
な
り
、
千
人
以
上
増
え
た
。

　

加
藤
氏
は
「
日
を
追
う
ご

と
に
増
加
し
て
い
る
」
と
懸
念

を
示
し
た
。
業
績
が
悪
化
し

た
企
業
が
従
業
員
を
休
ま
せ

た
場
合
に
支
給
す
る
雇
用
調

整
助
成
金
な
ど
を
利
用
し
て
、

雇
用
維
持
に
努
め
て
ほ
し
い

と
強
調
。
大
規
模
な
解
雇
や

雇
い
止
め
の
情
報
を
把
握
し

た
場
合
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

職
員
が
企
業
に
出
向
き
、
雇

用
調
整
助
成
金
の
活
用
を
働

き
掛
け
る
」
と
述
べ
た
。

　

厚
労
省
は
解
雇
や
雇
い
止

め
の
集
計
に
関
し
、
現
在
は

正
社
員
と
非
正
規
労
働
者
を

区
別
し
て
お
ら
ず
、
加
藤
氏
は

「（
今
後
は
）
正
社
員
と
非
正

規
労
働
者
の
動
向
が
分
か
る

よ
う
事
務
方
に
指
示
し
て
い

る
」
と
語
っ
た
。
パ
ー
ト
ら
非

正
規
労
働
者
は
正
社
員
に
比

べ
て
解
雇
さ
れ
や
す
く
、
労

働
組
合
関
係
者
の
間
で
は
派

遣
社
員
の
大
量
雇
い
止
め
な

ど
へ
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

け
た
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
の

３
府
県
は
２
２
日
、
新
型
コ

う
保
証
料
を
減
免
す
る
。

　

日
銀
は
こ
の
制
度
を

使
っ
て
中
小
企
業
な
ど
に

融
資
し
た
金
融
機
関
に
、

無
利
子
で
資
金
を
貸
し
付

け
る
。
さ
ら
に
金
融
機
関

が
日
銀
に
預
け
て
い
る
お

金
の
う
ち
、
融
資
額
に
相

当
す
る
残
高
に
年
０
・
１
％

の
利
息
を
払
う
。

　

既
に
導
入
済
み
の
企
業

の
資
金
繰
り
支
援
策
や
社

債
な
ど
の
購
入
拡
大
も
含

め
、
２
１
年
３
月
末
ま
で

の
時
限
措
置
と
す
る
。
日

銀
に
よ
る
企
業
の
資
金
繰

り
支
援
は
総
額
７
５
兆
円

に
上
る
。

　

金
融
機
関
は
融
資
し
た

分
だ
け
日
銀
か
ら
利
息
を

受
け
取
れ
る
た
め
、
積
極

的
な
融
資
に
つ
な
が
る
効

果
が
期
待
で
き
る
。
新
た

な
支
援
策
は
４
月
の
決
定

会
合
で
、
黒
田
東
彦
総
裁

が
事
務
方
に
検
討
を
指
示

し
て
い
た
。

　

臨
時
会
合
で
は
、
短
期

金
利
を
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％

と
し
、
長
期
金
利
は
０
％

程
度
に
誘
導
す
る
現
行
の

金
融
緩
和
策
は
維
持
し
た
。

　
【
共
同
】
政
府
の
緊
急
事

態
宣
言
の
解
除
か
ら
一
夜
明

年
の
外
国
人
観
光
客
数
は

約
２
９
３
万
人
と
過
去

最
多
で
、
国
・
地
域
別

で
は
台
湾
が
最
も
多
い

約
９
３
万
９
７
０
０
人
。

次
い
で
中
国
本
土
の
約

７
５
万
４
２
０
０
人
だ
っ

た
。

が
引
け
る
」
と
話

し
た
。
兵
庫
県
西

宮
市
か
ら
通
う
女

性
会
社
員（
４
２
）

は
「
解
除
を
受
け

て
勤
務
形
態
が
元

に
戻
る
と
電
車
が

混
み
合
い
そ
う
で

怖
い
」
と
心
配
そ

う
だ
っ
た
。

　

市
民
の
娯
楽
の

代
表
格
と
も
言
え

る
映
画
館
も
各
地

で
再
開
。
大
阪
・
キ
タ
の「
テ

ア
ト
ル
梅
田
」
の
入
り
口

関
連
の
解
雇
や
雇
い
止
め
が

２
１
日
時
点
で
１
万
８
３
５

人
に
上
っ
た
と
明
ら
か
に
し

日
銀
、中
小
資
金
繰
り
支
援

金
融
機
関
の
融
資
後
押
し

中
国
、成
長
率
目
標
示
せ
ず

コ
ロ
ナ
延
期
の
全
人
代
開
幕

黒
川
検
事
長
が
辞
職

賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
問
題

企
業
の
設
備
投
資
を
支
援

実
用
化
後
、
迅
速
供
給
狙
う

不
安
抱
え
つ
つ
、新
た
な
一
歩

近
畿
３
府
県
、映
画
館
も
再
開

新
型
コ
ロ
ナ
で
政
府

　
【
共
同
】
台
湾
の
駐
日
代

表
部
に
当
た
る
台
北
駐
日
経

済
文
化
代
表
処
の
范
振
国
那

覇
分
処
長
が
２
２
日
、
沖
縄

県
庁
を
訪
れ
て
玉
城
デ
ニ
ー

知
事
と
面
会
し
、
医
療
用
マ

ス
ク
５
万
枚
の
目
録
を
贈

呈
し
た
。
范
氏
は
「
沖
縄
と

は
昔
か
ら
密
接
な
関
係
が
あ

り
、
兄
弟
の
よ
う
な
絆
が
あ

る
。役
に
立
て
ば
う
れ
し
い
」

と
述
べ
、
友
好
関
係
を
強
調

し
た
。

　

玉
城
氏
は
「
台
湾
の
蔡
英

文
総
統
が
政
権
２
期
目
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。
日
本
と
台

湾
、
沖
縄
と
台
湾
、
友
好

親
善
関
係
が
ま
す
ま
す
深

ま
る
よ
う
に
県
も
努
力
を
し

て
い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

沖
縄
県
庁
に
は
福
岡
市
の

中
国
総
領
事
館
か
ら
も
、
マ

ス
ク
１
万
枚
が
１
６
日
に
郵

送
で
届
け
ら
れ
た
。

　

県
に
よ
る
と
、
２
０
１
９

自宅を出て、検察庁に向かうため車に乗り込む東京高
検の黒川弘務検事長（共同）

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

思
い
に
至
っ
た
」
と
し
、
辞

任
し
な
い
意
向
を
示
し
た
。

　
「
軽
い
」
と
批
判
さ
れ
る
訓

告
と
し
た
理
由
は
、賭
け
マ
ー

ジ
ャ
ン
の
過
去
の
処
分
例
な
ど

「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
総
合

考
慮
し
た
」
と
説
明
し
た
。

　

森
氏
は
２
２
日
午
前
の
衆

院
法
務
委
員
会
で
、
黒
川
氏

の
定
年
延
長
に
つ
い
て
「
当

時
の
判
断
は
適
切
だ
っ
た
」

と
繰
り
返
し
た
。
野
党
か
ら

は
、
訓
告
へ
の
不
満
と
、
黒

川
氏
の
再
調
査
を
求
め
る
声

　
【
共
同
】
加
藤
勝
信
厚
生

労
働
相
は
２
２
日
の
記
者
会

見
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
上
が
っ
た
。

　

安
倍
政
権
は
１
月
３
１

日
、
２
月
に
６
３
歳
と
な
り

退
官
す
る
と
み
ら
れ
た
黒
川

氏
の
定
年
を
法
解
釈
の
変
更

で
延
長
し
た
。
今
週
発
売
の

週
刊
文
春
の
報
道
を
き
っ
か
け

に
、
産
経
新
聞
記
者
２
人
と

朝
日
新
聞
の
元
記
者
の
社
員

１
人
と
、
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
を

北京の人民大会堂で開幕した中国の全人
代（共同）

ＪＲ三ノ宮駅前でマスクを着けて歩く人
たち（共同）

付
近
に
は
、
座
席
を
１
席

ず
つ
空
け
て
チ
ケ
ッ
ト
を

販
売
す
る
こ
と
や
館
内
で

の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
を
周

知
す
る
ポ
ス
タ
ー
が
張
ら

れ
、
午
前
１
０
時
半
の
オ
ー

プ
ン
前
か
ら
約
１
０
人
の

フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
た
。

　

夫
婦
で
来
た
豊
中
市
の
無

職
大
門
靖
史
さ
ん
（
８
３
）

は
「
週
１
回
映
画
館
に
足
を

運
ぶ
日
課
が
戻
っ
て
き
た
」

と
う
れ
し
そ
う
。
神
戸
市

の
映
画
監
督
白
羽
弥
仁
さ
ん

（
５
６
）
は
「
客
足
が
戻
る

コ
ロ
ナ
解
雇
１
万
人
超

５
月
が
７
割
占
め
る
、厚
労
省

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
つ

つ
、
生
活
を
元
に
戻
し
て
い

く
た
め
の
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
映
画
館
や
商
業

施
設
も
再
開
し
笑
顔
も
見
ら

れ
た
が
「
第
２
波
」
へ
の
不

安
も
抱
え
つ
つ
の
滑
り
出
し

と
な
っ
た
。

　

朝
の
阪
急
大
阪
梅
田
駅

周
辺
を
行
き
交
う
通
勤
客

は
、
こ
の
日
も
マ
ス
ク
姿
が

多
か
っ
た
。
大
阪
府
豊
中
市

の
会
社
員
吉
田
周
二
さ
ん

（
３
７
）
は
「
萎
縮
し
す
ぎ

る
の
は
よ
く
な
い
が
、
感
染

ま
で
は
大
変
な
時
期
が
続
く
。

作
り
手
と
し
て
も
真
剣
に
頑

張
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

兵
庫
県
で
は
阪
神
間
の

デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

知
ら
れ
る
西
宮
市
の
大
型
商

業
施
設
「
阪
急
西
宮
ガ
ー
デ

ン
ズ
」
が
久
し
ぶ
り
に
営
業
。

従
業
員
は
客
の
検
温
を
し
、

手
の
消
毒
を
呼
び
掛
け
た
。

　

漫
画
を
買
い
に
来
た
近

く
の
中
学
１
年
祈
蒼
真
さ
ん

（
１
２
）
は
「
家
で
は
勉
強
と

ゲ
ー
ム
ば
か
り
で
飽
き
た
。
早

く
学
校
に
も
行
き
た
い
」。
祖

父
吉
川
義
行
さ
ん
（
７
７
）
は

「
ま
だ
油
断
で
き
な
い
が
い
ろ

ん
な
場
所
に
連
れ
て
い
っ
て
あ

げ
た
い
」
と
目
を
細
め
て
い
た
。

　

京
都
府
宇
治
市
で
は
、
来

月
か
ら
鳳
凰
堂
の
内
部
拝
観

の
再
開
を
目
指
す
世
界
遺

産
・
平
等
院
が
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
の
設
置
な
ど
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
進
め

た
。
執
事
の
神
居
俊
孝
さ
ん

（
２
５
）
は
「
拝
観
さ
れ
る

方
が
皆
で
一
緒
に
祈
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
門
は
開
け
て

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

台
湾
、
沖
縄
に

マ
ス
ク
５
万
枚

友
好
関
係
を
強
調

繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
。
太
鼓
判
を
押
し
た
人
物

が
不
祥
事
で
辞
職
に
追
い
込

ま
れ
、
政
権
は
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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